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は じ め に
前稿１）で，帝国農会幹事・岡田温の帝国農会幹事時代（大正１０年４月～昭
和１１年９月）の活動のうち，大正１０年～昭和６年まで考察したが，本稿では
昭和７（１９３２）年の温の活動について考察することとする。
１）拙稿「帝国農会幹事 岡田温～－帝国農会幹事時代～－」（『松山大学論集』第
１８巻第１，２，５，６号，第１９巻第２，３号，第２０巻第４号，２００６年４，６，１２月，
２００７年２，６，８月，２００８年１０月）。
昭和恐慌は，昭和５，６年がどん底であったが，７年に入ると，犬養毅政友
会内閣（昭和６年１２月１３日～７年５月２６日）の，高橋財政がそれなりに成
果を上げ（それまでの井上財政を転換し，金輸出再禁止，財政拡大，軍拡，金
利引下げ，低為替による輸出拡大，等々による恐慌対策・景気対策，また，満
州侵略に伴う輸出拡大），工業部門は恐慌から次第に回復していった。しかし，
農業部門は景気回復の恩恵はもたらされず，依然として恐慌状態が続いた。特
に，米作は前年秋の大凶作もあり，本年の農業・農村・農民は窮乏の極に達し
ていた。
昭和７年，政治面でもテロ・クーデターが相次ぐ暗い時代であった。２月９
日に井上準之助，３月５日には団琢磨が暗殺された（血盟団事件）。さらに，５
月１５日には，海軍の青年将校らが首相官邸などを襲い，犬養首相を射殺する
クーデターも起きた（五・一五事件）。その背景に，農業恐慌の悲惨な実態，
財閥のドル買い，政治の貧困などがあったことはいうまでもない。五・一五事
件で犬養内閣は総辞職し，政党内閣は終焉することになった。
５月２６日，海軍大将の斎藤実が内閣を組織した。この内閣には政友会から
４人，民政党から３人が入閣した「挙国一致」内閣であった。蔵相は引き続き
政友会の高橋是清が就任し，農相は官僚系の後藤文夫が就任した。この斎藤内
閣の下で，８月救農議会と呼ばれる第６３臨時議会が召集され，さらに強力な
恐慌対策（軍拡・時局匡救事業・米穀対策・農村経済更生運動・農家負債整理
対策等）が推進された。
第１２章 昭和７年
昭和７（１９３２）年，温，６１歳から６２歳にかけての年である。帝国農会の幹
事を続けている。
本年，工業と異なり，農業部門は恐慌が続き，農産物価格の惨落が続いた。
例えば，米価（暦年平均，１石あたり）は昭和６年がどん底で１８．４７円と最悪
の水準に落ち込んでいたが（１１月が最悪で１７．４２円），７年に入り，１月２１．７５
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円，２月２２．４３円，３月２２．４９円とやや回復したが，４月以降２２円を割り，
２１円台が７月まで続き，８月には２０．２８円，９月には１９．８１円，１０月には
１８．３８円と惨落し，生産費を償えない低米価水準が続いた（６年の生産費は
２３．０７円，７年は２１．８３円）。繭価（全国平均上繭１貫当たり，春蚕）はもっ
とひどく，昭和５年に４円，６年に３円８銭と暴落していたが，７年にはさら
に２円５４銭へと大暴落した。２）その結果，農家の窮乏は極度に進み，農家負債
が増えた。養蚕地帯や東北農村の窮乏は激しく，娘の身売り，青田売りなどが
深刻な社会問題となった。
帝国農会はこの昭和恐慌，農業，農村，農民危機打開のために，下からの農
政運動を盛り上げていき（１月３０，３１日道府県農会長協議会，４月１６～１８日
道府県農会幹事主任技師協議会，６月７～９日道府県農会長協議会，６月２５
～７月１８日農村匡救協議会，８月９，１０日帝国農会臨時総会，８月２３日道
府県農会長協議会，８月２４日全国農会大会，１０月７，８日道府県農会長協議
会，１０月２８～３１日第２４回帝国農会通常総会），内閣や議会に働きかけ，本年
も温がその中心的役割をになっていた。また，温は全国に出張し，農会主導の
自力更生運動に従事した。さらに，本年農業恐慌対策として，斎藤内閣の下で
農村経済更生運動が展開されるが，温もその運動に積極的に組み込まれ，運動
していく。以下，本年の温の多忙極まりない活動を見てみよう。
第１節 帝国農会幹事活動関係
昭和７（１９３２）年，温は正月を故郷で迎えた。１日は石井小学校における新
年拝賀式に参列し，金輸出再禁止と農村への影響について講話している。２日
は堀内雅高，中川朋厚らの来客に応対し，また，近親者を招き，娘の綾子の結
納披露を行った。３日も今村菊一，野口文夫らの来客に応対。４日は温泉郡農
会，県農会，試験場などを訪問し，後，道後大和屋における県農会の新年宴会
２）加用信文監修，農政調査会編集『改訂日本農業基礎統計』（農林統計協会，１９７７年）５４６，
４１８頁。大日本蚕糸会『蚕糸年鑑』（昭和８年版）６３，１８４頁。
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に出席，５日は石井村南土居の小作争議の調停を行い，この日，小作総代の日
野道得，勝田を招き，小作料軽減について協議をした。６日，温は午前９時よ
り久米村公会堂に行き，５０余名に対し講演した。７日は万福寺に地主（大西
健多，岡田英雄，万福寺）が集まり，小作人の小作料減額要求について協議し
た。地主側は１石以下の土地は５升，１石以上の土地は１斗の減額を決めた。
温は夜，小作総代の日野，勝田に地主側の回答を伝えたが，小作側は承知せ
ず，上土居に倣い，１石以下の土地は５升以上，１石以上の土地は１斗につき
２升引きならば承知するとのことであった。８日，温は県農会に行き，郡市農
会役職員会に出席し，また，夜は梅廼舎にての慰労会に出席した。なお，この
日，朝鮮人李奉昌が桜田門外で天皇の馬車に爆弾を投げる事件（桜田門事件）
が発生し，犬養首相が驚愕し，辞表を提出した。温の日記に「鮮人，陛下ノ御
馬車ニ手リュウダンヲ投ズ。犬養総理驚懼，内閣総辞職」とある（その後，犬
養は優諚で留任）。９日も温は郡市農会役職員会に出席し，所見を述べた。ま
た，この日，南土居の小作争議について，温の調停により，地主，小作双方が
合意した。「小作料軽減問題ハ次ノ如ク地主，小作共ニ承諾。一石マデ五升引，
一石以上一斗ニ付二升引。初メ地主ハ一反一斗引，小作ハ二割減ノ要求」。
１月１０日（日），温は午前９時石井を出発し，１０時２０分高浜発にて上京の
途につき，午後３時５０分尾道発にて東京に向かい，翌１１日午前８時東京に着
し，帝農に出勤した。この日，午後６時築地錦水にて牧野忠篤会長から幹事一
同招待会を受けている。１２日は農会時報の原稿執筆等，１３日は農林省を訪問
し，今井参与官に面会し，政府の「産業５ヵ年計画」案について聞いたが，要
領を得なかった。１４日も農林省を訪問し，石黒忠篤農林次官に聞いたが，や
はり要領を得なかった。１５日，温は道府県農会長会議における牧野会長訓示
の原稿の執筆等をし，また，午後６時赤坂幸楽にて幹事一同にて牧野会長の招
待会を開いた。１６日は午前８時より１１時まで青年団連合会の依頼により「農
村不況とその対策」と題して１５０余名に対し講演を行った。後，帝農に出勤し，
副会長出席の下，幹事会を開き，硫安問題その他を協議した。１７日（日）は
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道府県農会長会議における牧野会長の挨拶文の執筆等，１８日は帝農の事業方
針の起稿，１９日は牧野会長挨拶文の脱稿等を行っている。２０日は農林省を訪
問し，石黒農林次官，荷見安米穀課長に米生産費計算について報告している。
１月２１日，犬養政友会内閣は，帝国議会における政友会の劣勢の逆転をは
かるために衆議院を解散した。この日の日記に「衆議院ハ犬養首相，高橋蔵相，
吉沢外相ノ演説ヲ終ルヤ，野党ノ質問ヲ許サズ解散」とある。
１月２２日，帝国農会農業経営部は昭和６年度の米生産費を発表した。それ
は全国平均１石当り，府県平均で２３円４４銭，総戸数平均で２３円０７銭となっ
ていた。３）
１月２４日（日），温は午前９時飯田橋発にて八王子町に行き，南多摩郡農会
主催の各町村農会総代会に出席し，来会の３００余名に対し，午前１０時３０分よ
り午後２時２０分まで「農会の使命と農業経営」について講演し，終わって，
午後３時１５分発にて帰宅した。２５日は帝農事務所にて近郊１０府県の農会幹
事（長島，大島，松山，南部，山崎，高井ら）の来会を求めて農業団体統制に
関する懇談会を開催，２６日は昭和７年度の農業経営部の事業計画の起草
等，２７日は帝農事務所にて帝国農会肥料調査委員会の第１回小委員会を開催
し，矢作，佐藤，麻生，千石ら出席の下，硫安輸入許可制度撤廃を決定し
た。４）２８日は会長挨拶文の改定，２９日は帝国農政協会理事会を開き，大島，西
垣，南部，山崎，原ら出席の下，更生策の協議等をした。
１月３０日より３日間，帝農事務所にて，道府県農会長協議会が開催され
た。３０日午前１１時より開会し，牧野会長の挨拶の後，庶務について増田昇一
幹事，調査について高島一郎幹事，販売斡旋について吉岡荒造幹事の会務報告
があり，続いて小平農務局長，入江蚕糸局長の挨拶及び所管事項の所見があ
り，質疑応答の後，協議事項「米価問題に関する件」「農業経営改善指導に関
する件」の提案説明がなされた。３１日は午前１０時半より道府県農会長会議を
３）『帝国農会報』第２２巻第３号，昭和７年３月，９２～１００頁。
４）同上，１１８頁。
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行い，引き続き協議事項「硫安問題に関する件」等の説明の後，委員会付託と
なった。２月１日は午前は委員会，午後３時２５分より本会議が行われ，協議
事項が決議された。５）
この道府県農会長協議会では，「米価問題ニ関スル決議」「硫安問題ニ関スル
決議」「農会補助金増額ニ関スル決議」「農産物鉄道運賃低減ニ関スル決議」「農
家負債整理並ニ農業団体統制ニ関スル決議」がなされた。このうち，「米価問
題ニ関スル決議」は次の如くであった。
「我農業者ハ近年米価ノ暴落ニ依リ極度ノ疲弊困憊ニ陥リ，其窮状ハ実ニ言
語ニ絶スルノ有様ナリシガ，昨年稲作ノ不良ト経済事情ノ激変ニ伴ヒ，米価ノ
騰貴ヲ見ルニ至リタルモ農家ノ現状ハ容易ニ之ヲ恢復シ得ベキモノニアラズ。
従ツテ現行米穀法ノ運用ニ関シテハ特ニ左記事項ニ留意シ，尚進ンデ根本対策
ニ関シテハ最モ適切ナル米価安定策ヲ速ニ樹立セラレムコトヲ望ム。（一）台
湾米朝鮮米ノ輸入統制ニ関シ一層徹底的施設ヲ講ゼラレタキコト。（二）外米
関税ニ関シテハ現状ヲ維持セラレタキコト。（三）経済状況ノ異常ナル変動ニ
因リ物価ノ変動著シキ此際基準価格ヲ適当ニ改正セラレタキコト。（四）生産
費ヲ基調トシテノ基準価格ヲ速ニ決定セラレタキコト。（五）政府保管米ノ払
下ニ関シテハ此ノ際慎重ニ考慮セラレタキコト。附帯事項。帝国農会ニ於テハ
将来米価ノ安定ニ関シ一層徹底的方策ヲ考究セラレタキコト」。６）
２月も温は種々業務を行った。２日は道府県農会長の実行委員が，首相，農
林，商工，民政，政友両党本部を訪問し，決議事項の陳情を行った。３日は午
後５時より中央亭にて産業組合主催の座談会に出席，４日は地方からの副業経
営への質問（蜜蜂，養鶏等）への回答，５，６日は米生産費調査簿の検討・修
正等，７日（日）は終日在宅し，著書（第６版）の訂正，８日は米生産費調査
の地代計算の考案を行った。また，午後３時より在京評議員会を開会し，本年
度の表彰人を決定した。９日も米生産費調査の地代計算を考案した。なお，こ
５）『帝国農会報』第２２巻第３号，昭和７年３月，１１３～１１７頁。
６）同上，１頁。
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の日，前蔵相・井上準之助が血盟団（一人一殺の暗殺団体，盟主井上日召）に
射殺されるという衝撃的事件が発生したが，温の日記には触れられていない。
１０日は矢田村第２回基本調査様式の考案，１１日は著書の訂正，１２日は農林省
に出頭し，農会補助金の陳情を行い，また，午後５時より学士会館における麻
生慶次郎・石黒忠篤発起の那須皓，橋本伝左衛門らの満州視察談報告会に出席
した。１３日は書類整理等，１４日（日）は終日在宅し，米生産費論の執筆等を
行った。なお，この日，温は衆議院議員選挙に神奈川県から立候補している政
友会の河野一郎の事務所を訪問する予定であったが，雨のため中止している。
１５日は農林省に出頭し，石崎畜産課長に面会し，有畜農業奨励論計画を聞い
た。１６日は矢田村個別調査様式の作成，著書の執筆等，１７日は帝国農会報の
原稿「米生産費につき」を草了した。７）１８日は東京帝大農学部実科３年の送別
会に出席，１９日は米生産費に関するパンフの寄稿，２０日は米専売論の改稿等
を行った。
２月２０日，犬養内閣下，第１８回衆議院議員選挙の投票が行われた。翌２１
日が開票で，政友会は３０１，民政党が１４６で，政友会の大勝であった。温は２１
日に鳩山一郎（東京府，政友会），砂田重政（兵庫，政友会），本田義成（東京
府，政友会）に，２２日に河上哲太（愛媛，政友会），菅野善右衛門（福島，政
友会），福田虎亀（山梨，民政），匹田鋭吉（岐阜，政友会），高橋熊次郎（山
形，政友会），福井甚三（奈良，政友会），土井権大（兵庫，政友会），長田桃
蔵（京都，政友会）らに，２３日には三土忠造ら８４名に祝電・祝辞を発してい
る。
２月２４日，温は米生産費の計算法（土地資本利子算出について）を考案し
た。２５日，農林省は農会への補助金の増加不可能を決め，翌２６日に帝国農会
に通知した。それに対し，温はただちに対策を講じ，来る２９日に近県１０府県
農会長協議会を招集することとした。２７，２８日は著述を行い，２９日，近県の
７）『帝国農会報』第２２巻第３号（昭和７年３月）に掲載。
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農会長会（神奈川，東京，千葉，埼玉，群馬，茨城，長野，兵庫等々）を開き，
農会補助金問題の協議を行い，農林省を訪問し，石黒農林，砂田農林政務次官
に面会し，陳情を行った。後，帝農にて，今後政府の「産業５ヵ年計画」への
対案を作成して，具体案を提出することにした。なお，この日，温は荷見米穀
課長に温考案の米生産費計算案を送っている。
３月も温は種々業務を行い，また出張した。１日，関東軍は「満州国」を建
国した。この日の日記に温は「満州国ノ建国」と記している。２～４日は農会
時報掲載の産業５ヵ年計画の原稿の執筆等を行い，５日は犬養内閣下の第６１
回臨時議会対策の準備，また，大日本農会にて開催の火力乾燥機褒賞当選者授
与式に会長代理として祝辞を述べた。なお，この日，三井合名理事長の団琢磨
が血盟団に暗殺された。この日の日記に，「三井ノ団琢磨男，三井合名会社前
ニテ自動車ヨリ降リル所ヲ射殺サル。世相不安」と記している。６，７日は農
政研究の原稿執筆，農会発展策の考案等，８日は農林省に出頭し，小平農務局
長に農業経営改善指導について進言，９日は副会長出席の下，幹事会を開き，
実行予算，追加予算，４月上旬に道府県農会長会議開催等を協議し，大体温の
意見どおりに決まった。１０日は来会の牧野会長に対し，後藤農林大臣との会
談の件を交渉した。１１日は山形県農会の紛擾事件について，副会長，幹事と
協議し，温が出張の際に知事に意見を伝えることにした。１２日から帝国農会
主催の系統農会役職員講習会が帝農事務所にて開催された（～１９日）。初日の
１２日，牧野会長の挨拶，小平農務局長の「農業・行政」の講義の後，温は午
前１１時より午後２時まで農業経営について講義した。
３月１２日，温は午後９時５０分上野発にて，山形県に出張の途につき，翌
１３日午前７時山形に着した。多々良，鈴木清助に迎えられ，また，菅野三津
蔵山形県幹事・技師から県農会の実情を聞き，午後１時より温は県農会主催の
有畜農業講習会に出席し，来会の技師，有志青年２４０余名に対し午後４時半ま
で講義した。終わって，宿（後藤屋）にて鈴木清助と会談し，知事会長，鈴木
副会長案を協議している。ただし，これには民政党が反対とのことであった。
８ 松山大学論集 第２０巻 第５号
１４日，温は早朝山形県庁を訪問し，内務部長に県農会の人事問題について懇
談し，依頼し，後，有畜農業講習会にいき，午前９時より正午まで講義をし，
午後１時山形を出発し，福島に向かった。午後５時福島につき，福島ホテルに
て開催の福島新聞主催の農村負債問題，満州問題の座談会に出席し，終わっ
て，午後９時福島発にて郡山に向かい，１０時半郡山に着し，宿泊した。１５日
午前５時３５分郡山発にて磐前郡平町に行き，８時２０分着し，警察所楼上に
て，福島県農会と石城郡農会共同主催の農業合理化研究会に出席し，来会の
２５０余名に対し，温が午前中講演し，午後も温が座長となり，研究会を開き，
質疑応答を行った。１６日は午前８時３０分平発にて双葉郡富岡町に行き，９時
４０分富岡町に着き，同町公会堂にて郡農会開催の農業合理化研究会に出席
し，来会の２００余名に対し，午前温が講演，午後研究会を行い，終わって，平
に戻った。１７日は午前８時４０分平を発し，磐城炭鉱を視察し，帰京した。
３月１８日，温は農林省に出頭し，石黒農林次官に面会し，山形県農会人事
問題を報告した。また，午後５時より帝農にて，農林省農務局と帝農幹部との
満州農業に関する懇談会を開催し，農林省側から小平権一農務局長，三宅農政
課長，間部彰農産課長ら，帝農側から月田副会長，温，吉岡，増田，高島各幹
事が出席し，満蒙における農業問題及び移民問題について協議した。８）
３月１９日，温は午後１時発にて静岡，岡山，京都への出張の途についた。
午後３時３０分静岡県沼津に着き，長岡温泉に行き，大和館に宿泊した。翌２０
日午前８時半大和館を出て，三島町に行き，中央畜産会主催の有畜農業講習会
に出席し，来会の２７０余名に対し，午前９時より正午まで３時間，農業経営，
小農の特性について講演を行った。終わって，午後３時２０分沼津発にて岡崎
市に向かい，８時４０分岡崎に着し，芳野旅館に宿泊した。翌２１日，午前１０
時岡崎市公会堂に行き，額田郡農会及び岡崎市農会主催の農会総代会に出席
し，午後１時半より３時半まで「農会ノ使命ト農業経営」について講演をした。
８）『帝国農会報』第２２巻第４号，昭和７年４月，１０６頁。
帝国農会幹事 岡田温 ９
２２日は西加茂郡挙母町に行き，午後１時より西加茂郡農会総代会に出席し，
来会の３００余名に対し，「農会の使命と農政」について講演をした。終わって
岡崎市に戻り宿泊した。２３日は午前８時半岡崎発にて幡豆郡西尾町に行き，
郡農会事務所にて同郡農会総代会に出席し，来会の２２０余名に対し，午前９時
半より１２時まで講演をした。終わって名古屋に行き，午後２時４０分発急行に
て岡山に向かい，午後１０時岡山に着き，新錦園旅館に投宿した。２４日午前８
時半宿を自動車にて出発し，高梁町に行き，同町公会堂にて開催の模範農家大
会に出席し，来会の１１０余名に対し，１０時半から午後３時まで，農業経営改
善の目標について講演をした。終わって，岡山に戻り，夜，岡山県知事等の慰
労会に出席し，宿泊。２５日は岡山県農事試験場に行き，模範農家大会に出席
し，南部各郡から出席の１８０余名に対し，１０時から午後２時まで講演を行っ
た。午後６時４０分岡山発にて８時２０分姫路に着き，宿泊。２６日，姫路公会
堂に行き，午前１１時より午後３時まで有畜農業講習会に出席し，来会の１２０
余名に対し，講演を行った。２７日午前１０時姫路発，正午大阪に下車して，八
軒屋のみゆき旅館に宿泊，休養。２８日は大阪城，中央卸売り市場の見学等。
２９日は午前９時発にて奈良県郡山に行き，生駒郡農会事務所にて矢田村の第２
回の基本調査の打ち合わせ。終わって，京都に行き，停車場ホテルに宿泊。３０
日は午前８時１８分京都発にて亀岡に行き，同町公会堂にて開催の南桑田郡農
会総代会に出席し，来会の２６０余名に対し，午前１０時半より午後３時半まで
「農業経営と農会の使命」について講演をした。この地方は小作争議の激しい
地方であった。この日の日記に「本郡ハ全郡挙テ小作争議ニ騒ギタルモ，近年
ハ下火トナレルガ，併シ空気面白カラズ。本日ハ頗ル緊張シ，最後ニ三十分程
質問ヲナシ閉会ス」とある。終わって，京都に戻り，午後８時１０分発にて帰
京の途につき，翌３１日午前７時２０分東京に着した。長い出張であった。そし
て，温は休養することなく，この日帝農に出勤し，来会の山田斂（帝国農会顧
問，福井県農会長）と米穀委員会の打ち合わせを行った。
４月も温は種々業務を行い，また，出張した。１日は正副会長出席の下，幹
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事会を開き，道府県農会幹事主任技師協議会議会開催の日程を決めた。２日は
農林省を訪問し，荷見米穀課長，片山技師に面会し，外米買入れの実情を尋ね
た。３日（日）は終日著述，４日は農林省を訪問し，間部農産課長に内藤友明
の就職依頼等，また，文部省を訪問し，河原会計課長に帝大農学部実科予算確
定の謝意等をした。５日は幹事主任技師協議会の協議事項を作成し，幹事会に
て協議した。６日は協議会の協議事項の改作等，７日は午前に農林省にて開催
の家畜保険主任官会議に出席，午後は帝農の肥料調査委員会（委員長矢作栄蔵）
を開き，矢作，麻生慶次郎，千石興太郎，佐藤寛次らの出席の下，硫安，過燐
酸問題，肥料資金問題等の協議。８日は幹事主任技師協議会の協議等をした。
なお，この日，牧野会長が山本農相に面会し，硫酸アンモニヤ委員会の開催や
肥料資金に関し，要求を行った。９日は慎吾とともに赤坂三会堂に行き，大日
本農会大会に出席し，山崎守正，伊藤成哉などの講演を聴いた。１０日（日）は
駒場の東京帝大農学部に行き，日本農学会の講演会に出席し，東畑精一，大槻
正男の価格統制論についての講演を聴いたが，大いに参考になっている。
４月１０日，温は午後９時４５分発にて滋賀県に出張の途につき，翌１１日午
前８時半大津に着し，１０時公会堂に行き，滋賀県農会主催の農業各団体及び
精農家表彰式に出席し，午後は講演に移り，温は農会業務について４０分ほど
講演し，後，福沢泰江（長野県町村会長）が町村自治について講演した。終わっ
て，午後８時３０分大津発にて帰京の途につき，翌１２日午前７時１０分東京に
着し，帰宅した。この日，温は風邪をひき，声を枯らしていたが，午後５時北
神保町の中華キリスト青年会館に行き，中国人留学生の黄明石の斡旋による留
学生の研究会に出席し，農業基本調査の説明を行った。
４月１３日，温は帝農に出勤し，農会業務刷新案を作成し，副会長，幹事ら
と協議したが，副会長の反対でまとまらなかった。１４日も農会業務刷新計画
を草し，また，副会長出席の下，幹事会を開催した。また，農林省に行き，間
部農産課長に面会し，小麦増殖計画について協議している。１５日は道府県農
会幹事主任技師協議会の準備を行った。
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４月１６日から３日間，帝農にて道府県農会幹事主任技師協議会を開催し
た。協議事項は「農業団体統制に関する件」「農業経営改善指導に関する件」「系
統農会に於ける配給改善事業進展に関する件」「農会事業振作に関する件」等
であった。１６日は午前１０時２５分開会し，牧野会長の挨拶の後，帝農の庶務
部については増田幹事，調査部については高島幹事がそれぞれ報告した。つい
で，農林省小平権一農務局長の米穀問題に関する訓示的講演があり，午後には
間部農産課長の小麦増殖計画についての説明があり，質疑の後，協議事項の説
明が幹事よりなされた。「農業経営改善指導に関する件」については温が説明
した。１７日は協議事項の説明が引き続き幹事よりなされ，午後委員会に付託
された。「農業経営改善指導に関する件」の委員会の委員長は兵庫県農会幹事
の長島貞が就任した。なお，この日，矢作前会長を貴族院議員に推挙する秘密
の運動があった。この日の日記に「府県農会職員会委員会（第二日）。大島君
ノ提議ニヨリ，岩手ノ福士，埼玉ノ高井，富山ノ大石，愛知ノ松山，京都大
島，兵庫ノ永島，徳島ノ岬，佐賀ノ田崎ノ八人ニテ牧野会長ニ面会シ，矢作前
会長貴族院勅選ノ推挙ヲ依頼シ，快諾ヲ得…。右ニテ多年ノ問題ハ実際ノ問題
トナラン」とある（だが，実現はしなかった）。１８日は午前委員会，午後本会
議があり，委員会報告が可決された。９）このうち，「農業経営改善指導に関する
件」の決議は次のとおりである。
「農村不況打開の方策は素より多々ありと雖も対内的方策としては要するに
全農家をして横せる自力更生精神の下に其の農業経営と生活を根本的に革新
改善せしむることを以て最大急務とす。即ち農業経営改善指導に関する事業の
普及徹底を図るは実に刻下の喫緊時と謂はざるべからず，仍系統農会は左記に
よりてこれが普及徹底に努むるものとす。
（一）農業経営調査を基礎とする経営改善の普及宣伝
１～９（省略）
９）『帝国農会報』第２２巻第５号，昭和７年５月，１１０～１０４頁。
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（二）政府の産業五ヵ年計画を対象とする農業経営改善計画
（三）農村計画の主旨を以て町村単位の農業経営改善を目標とする計画
近時不況深刻の為，其の進路に彷徨せる農村民に対し自力更生の意識
を喚起注入し，其経営の前途に堅実なる理想と確固たる信念を抱かし
め，勇躍発奮と協力一致を以て農村振興の実を挙げしめんには，町村
単位の農業経営改善を目的とする基本調査を行ひ，其の正確なる調査
の下に周到なる計画を樹立し，徹底的にこれが遂行を期せしめるこ
と，所謂農村計画の樹立促進を図ることは刻下農村の実情に照らし最
も緊要なるを以て各地方的事情の許す限り企画奨励に努めること」１０）
この「農業経営改善指導に関する件」の決議の最初の文章は，本年４月上旬
兵庫県農会が三田，加古川，瀧野，八鹿，洲本で開催した「農業経営指導研究
協議会」での決議文章と全く同一であり，１１）長島貞兵庫県農会幹事の指導性が
伺われる。そして，決議のなかで，初めて，「自力更生」の用語が登場するが，
それは，兵庫県農会が提唱したもので，それが，今回の道府県農会幹事主任技
師協議会の決議にまで高められたといえよう。
４月１９日，温は大島国三郎，長島貞とともに農林省に出頭し，間部農産課
長に面会し，小麦増産計画について希望を述べ，また，小麦関税について打ち
合わせした。２０日は大蔵省に行き，関税調査会に出席し，農業者として小麦
関税引き上げの主張を行った。
４月２１日，温は午後１０時１５分東京発にて三重県に出張の途につき，翌２２
日午前８時津に着した。午後１時三重県農会主催の産業技術者講習会に出席
し，来会の約３００名に対し，３時間ほど農業経営と農業政策について講義し
た。２３日は午前９時より１２時２０分まで講義し，終わって鈴鹿郡石薬師村を
視察し，午後８時４０分発にて帰京の途につき，翌２４日午前６時半東京に着
し，帰京した。
１０）『帝国農会報』第２２巻第５号，昭和７年５月，１～３頁。
１１）同上，９１頁。
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４月２５日，温は来会の山崎延吉と会談し，砂田農林政務次官への進言の打
ち合わせ，２６日は農会時報の「米需給対策」の執筆，２７日は終日在宅し，著
述，２８日も米穀需要対策の執筆，２９日は千葉に行き，交友会の千葉支部に出
席した。
４月３０日，温は午後８時２５分東京発にて，帰郷及び兵庫県に出張の途につ
き，５月１日尾道から船に乗り，午後９時温は愛媛に帰国した。
５月２日，愛媛県農会に行き，門田晋農会長，多田隆技師と会見，３日は県
庁に行き，久米武夫愛媛県知事に面会し，本県農業政策について意見を述べ
た。この日の日記に「午前九時，久米知事（武夫）ヲ官邸ニ訪問ス。門田晋君，
関口農務課長臨席。本県農業政策ニ関シ意見ノ交換ヲナス。自分ハ農家ノ立場
ト国民経済ノ立場ノ区別，并ニ統制アル指導ノ要ヲ力説ス。午后四時マデ知事
ハ熱心ニ質問ヲ発シ，意見ヲ叩ク。研究心強シ。梅ノ舎ニテ入浴。六時ヨリ知
事ノ招待ニ出席ス。内務部関口課長ト門田老。知事ヨリ統制ノ中心タリ得ル人
物ノ物色ヲ依頼サル」とある。４日は終日在宅し，地代論の執筆，５日は土居
得能祭に出席等。
５月６日，温は午後６時高浜発にて神戸に向かい，翌７日午前６時神戸に上
陸し，小憩の後，温は兵庫県赤穂郡上郡町に行き，同町高等女学校にて開催の
「農人自力更生祭」に出席し，午後１時神事（農人像の入魂祭典）の後，温が
「農村自力更生指導精神に就いて」約１時間半講演を行った。この日の日記に
「九時永島県農会幹事ト同行。農人自力更生祭第一日ヲ上郡町高等女学校ニテ
開催。神官八名，楽人三名。午后一時ヨリ厳粛ナル神事ヲ行フ（神事約一時三
十分間）。直ニ『自力更生ノ指導精神ニツキ』講演（約一時間半）。出席者ハ資
格ヲ定メタルモノ二百六，七十名。各代表者祝辞。非常ニ壮重ニシテ，反省更
生ヲ促ガスモノ少ナカラザルヲ思ハル」とある。
この「農人自力更生祭」は兵庫県農会（山脇延吉会長）が推進した農村自力
更生運動である。その趣意について，兵庫県農会は次の如く述べている。すな
わち，現下農村不況の打開進展を図るにはあくまで農家の萎靡退嬰気分を一掃
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し，自力更生意識を高調するのが急務中の急務である，県農会はこの見地よ
り，先ず以って町村長，町村農会長，同役職員，産業組合長，部落農会長，青
年，婦人会長等の農村指導者階級に対し，自力更生の指導精神を徹底せしむる
ために，５月７日～１２日まで兵庫県下６カ所で「農人自力更生祭と其指導精
神」に関する講演会を実施計画したという。１２）そして，そのいずれも温が「農
村自力更生の指導精神について」講演を行ったのだった。温もこの自力更生精
神により現下の難局打開が図られると考えていた。１３）８日，温は午前８時赤穂
町を出発し，神崎郡福崎町に行き，午後１時より神崎町の高等女学校における
農人自力更生祭に出席し，神事の後，来会の２２０余名に対し，温が自力更生の
指導精神について講演を行った。９日，温は午前８時福崎町を出発し，９時宍
栗郡山崎町に行き，郡公会堂における青年経営改善同盟会発会式に出席し，午
後１時から自力更生祭に出席し，神事の後，来会の４９０余名に対し，温が自力
更生精神について講演を行った。１０日，温は午前８時山崎町を出発し，加東
郡社町に着き，午後１時２０分より同町小学校における自力更生祭に出席し，
神事の後，来会の２５０余名に対し，温が１時間１０分ほど講演を行った。１１日
は午前８時社町を出発し，印南郡上庄村を視察後，正午加古郡加古川町に行
き，同町小学校における自力更生祭に出席し，神事の後，来会の５１０余名に対
し，温が講演を行った。終わって，神戸に戻り宿泊した。１２日，温は午前８
時２０分兵庫発の此花丸にて，山脇会長，長島幹事とともに津名郡洲本町に行
き，午後１時半より洲本町の大浜公園内の武徳館にて開催の自力更生祭に出席
し，神事の後，来会の２５０余名に対し，講演を行った。これにて，予定の講演
を終わり，農家を視察して，午後８時福良町に行き，宿泊した。１３日，温は
１２）『帝国農会報』第２２巻第７号，昭和７年７月，１１４頁。兵庫県農会「農村更生の真髄
農人自力更生祭と其指導精神」（楠本雅弘編著『農山漁村経済更生運動と小平権一』，不二
出版，１９８３年，２２１～２４６頁）。
１３）楠本編に，温の講演の要旨がある。温は講演の最後に「我国の現状は真に内憂外患に襲
はれたる重大なる時期にありまして，その対策は自力更生により難局打開に努力するの外
はないのでありますから，各位におかれましても県農会の主旨を体し，自力を以て農村更
生の途に精進せられんことを切望いたします」と述べている（楠本編，２４６頁）。
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鳴門の観渦，津名郡中川村の共同経営の視察の後，午後５時半洲本発，８時
３８分神戸発にて岐阜に向かい，０時２０分大垣に着き，安田旅館に投宿した。
１４日は午前中は地代論を執筆，午後は松岡勝太郎の病床を見舞い，この日も
大垣に宿泊した。１５日は午前１１時大垣を出発し，岐阜に行き，宿泊した。
温が岐阜に出張中の５月１５日（日），犬養首相が襲撃される，五・一五事件
が発生した。この日の温の日記に「犬養首相狙撃サル。犯人ハ陸軍士官候補生
十三名，海軍々人五名ナリト。内府邸，日本銀行，政友会本部，侍従長邸，襲
撃サル」とある。そして，犬養は１１時３０分死去した。翌１６日の日記に「昨
夜終ニ犬養首相 去」とある。
５月１６日，温は午前１０時岐阜市の商品陳列場に行き，岐阜県農会主催の農
業経営改善共進会褒賞授与式に参列し，審査長として審査報告を行い，午後１
時からは農事協会に臨席し，３時から温が農業経営の目標と題して１時間半ほ
ど講演した。後，山崎延吉が地主の進むべき道について講演し，終わって，慰
労会の後，午後１０時４０分岐阜発にて帰京の途につき，翌１７日午前７時１０分
東京に着し，帰宅した。
５月１７日，帝農に出勤し，事務所にて販売斡旋所長会があり，出席した。
夜は，帝農にて交友会幹事会を開催した。１８，１９日の両日は道府県農会販売
斡旋主任者協議会を開催し，小平農務局長ら農林省側も出席し，農家生産物出
荷統制に関する件等協議した。また，１９日には犬養首相の告別式があり，出
席した。「非常ノ盛況」であった。２０日は帝農事務所にて，道府県農会販売斡
旋主任等による農家生産物輸出促進協議会を開催し，農家生産物輸出促進に関
する件等の協議を行った。２１日は帝農事務所にて販売斡旋所長会があり，出
席した。１４）２２日（日）は終日在宅し，兵庫県農会主催の自力更生祭の講演の改
訂等をした。また，この日，海軍大将の斎藤実に組閣の大命が下った。「内閣
組織ノ大命，斎藤実子ニ降ル」。２３日は農業経営部の会議，また，村上国吉前
１４）『帝国農会報』第２２巻第６号，昭和７年６月，１２２～１２５頁。
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代議士と農村救済問題について意見の交換を行った。また，幹事会を開き，斎
藤実新内閣に対する要望問題を協議した。２４日，温は斎藤新内閣に対する帝
国農会の要望案を起草した。２５日，愛媛県人会幹事会等。また，この日，矢
作栄蔵が新内閣の農林大臣の候補にあがった。この日の日記に「矢作博士，農
林大臣ニ擬セラル」とある（ただし，実現しなかった）。２６日，温は道府県農
会長会議案を作成した。
５月２６日，斎藤実「挙国一致」内閣（政友会４，民政党３人が入閣）が成
立し，蔵相には高橋是清が引き続き就任し，農相には官僚の後藤文夫が就任し
た。温は，後藤農林大臣に祝辞を送っている。なお，この日，上海派遣軍司令
官白川義則大将（愛媛県出身）が４月２９日の虹口公園での天長節祝賀会の席
上爆弾により負傷したのが原因で死去している。温はわざわざ代々木の白川邸
を訪問し， 去の見舞いに行った。２７日，温は新内閣への要望案を作成し，
また，４幹事にて後藤農林大臣に挨拶に行った。この日の日記に「新内閣要望
ヲ起草ス（四幹事ニテ大意ヲ打合セ執筆ス）。四幹事，後藤新大臣及山本旧農
林大臣ノ私邸ニ挨拶ニ行ク」とある。２８，２９日（日）も新内閣への要望案を
作成し，草了した。そして，３０日に，新内閣への要望案を副会長，３幹事に
て協議し，３１日には，要望案の再吟味をした。なお，この日，白川大将の霊
柩が東京に着き，温ら愛媛県人会一同で迎えている。
６月１日，斎藤新内閣下の第６２臨時議会が開会した（～１４日）。五・一五
事件直後の議会であり，議会に農村救済の請願運動が押し寄せた。２日には，
長野県の自治農民協議会が長野，新潟など１６県３万２，０００人の農民の署名に
よる請願書（「農家負債３ヵ年据置，肥料資金反当１円補助，満蒙移住費５，０００
円補助」を要求）を議会に提出し，救農問題をアッピールしていた。これに続
いて５日には，長野県の「北信不況対策協議会」の代表が「農村モラトリアム
に関する請願」を５，０００人の署名を携えて上京し，議会に圧力をかけた。１５）
１５）井上晴丸『日本資本主義の発展と農業及び農政』（井上晴丸著作集，１９７２年，雄渾社），
３５７頁。
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帝農側も第６２臨時議会開会にあたり，現下の農村救済，非常対策を講ずる
ために道府県農会長協議会を開くことにした。３，４日，温は幹事らと道府県
農会長協議会への提出議案の協議を行った。６日も温は道府県農会長協議会の
準備を行い，また，農政協会理事会と評議員会も開催した。なお，この日，「北
信不況対策協議会」提出の「農村モラトリアムに関する請願」が衆議院の請願
委員会で，全会一致採択されている。
６月７日から４日間，帝農にて道府県農会長協議会を開催した。協議事項は
「農村救済断行に関する件」（農家の負債整理，農産物価格の維持，農家の負担
軽減，農業金融の改善，肥料政策の改善，農家自給生活の助成）であり，打ち
合わせ事項は「小麦生産増殖に関する件」「農業経営改善に関する件」「農会に
於ける配給改善事業進展に関する件」「農会事業振作に関する件」であった。
７日午前１０時２０分開会し，牧野会長の挨拶の後，協議事項「農村救済断行に
関する件」の説明が月田副会長よりなされ，質疑があった。その中で，秋田県
農会長の佐藤維一郎から「帝国農会に於いてモラトリアム論を提唱するが如く
報道され居るも事実なりや」との質問があったが，帝農側の高島幹事は「左様
なる事実なし」と返答した。また，長野県農会長の平野桑四郎より「現下の農
村の実情よりするときは何等か応急的臨時対策を要望するに非ざれば到底農村
の人心の安定は得られぬと考える。帝国農会の意思は奈辺にありや」「従来と
も農会の態度は穏健を主として居る，併し今日は左様な態度を持続すべき時機
ではない」との強硬意見も出された。後，協議事項の追加，兵庫県農会提出の
「農村自力更生の挙国運動促進に関する件」等がだされ，それらの協議事項が
委員会の審議に付された。この日の日記に「道府県農会長会議，第一日。午前
十時開会。午后二時ヨリ委員会。更ニ八名ノ小委員ニテ熟議ス。午后九時過閉
会。例年ニナキ緊張。蓋シ，農村モラトリアム問題ニ刺激サレシニヨルナラン。
自力更生ヲ決議ス。農村モラトリアム請願ヲ昨日衆議院ハ殆ド全会一致ヲ以テ
採択ニ決シ，右ハ重大ナル影響ヲ生ゼン」とある。８日，委員会の報告がなさ
れ，「農村救済断行に関する件」を可決した。後，打ち合わせ事項「小麦生産
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増殖に関する件」「農業経営改善に関する件」等の説明がなされ，委員会に付
された。そして，決議の実行運動のために会期延長を決議し，午後３時閉会し
た。後，実行委員は民政，政友両党に陳情に行った。温は政友会を訪問陳情し
た。この日の日記に「道府県農会長。午前十一時マデ委員会。十一時開会。午
后三時協議案議了。直ニ二組ニ分レ衆議院ニ行キ，民政々友両派代議士ニ面
会。決議陳情…。代議士諸氏モ当面ノ農村問題ニ心痛深シ。民政ハ松田源治氏
ニ，政友ハ土井，助川，川上，村田，××ノ五氏ニ面会」とある。９日午前９
時，温は月田副会長，実行委員とともに後藤農林大臣を訪問，陳情した。１１
時１５分会議を開き，訪問結果の報告がなされ，午後は貴族院を訪問した。１０
日は午前９時斎藤実総理大臣を月田副会長らが訪問，陳情し，９時５０分会議
を開き，全員を３班に分け，全国町村長会，内務大臣，大蔵政務次官を訪問し
た。温は２班を率い，堀切大蔵次官を訪問陳情した。１６）１１日，温は滞京委員と
ともに農林省を訪問し，石黒次官に面会した。又，午後６時より鉄道協会にて
農政研究会幹事会を開き，東武ほか１７名の参加の下で種々の決議をした。
この道府県農会長協議会では「農村救済ニ関スル決議」「地租付加税ニ関ス
ル決議」「農村ノ自力更生ニ関スル決議」「農業助長政策改善ニ関スル要望決議」
を決議した。このうち，「農村救済ニ関スル決議」は次の通りである。
「現下農村ハ極度ノ窮乏ニ陥リ，不安動揺真ニ憂慮スヘキ情勢ニ在リ，此際
一歩ヲ誤ルニ於テハ国家ノ根底ヲ破壊スルノ虞ナシトセス，此間ニ処シ我系統
農会ハ穏健中正ノ態度ヲ以テ難局打開ニ邁進スヘキモ，政府亦一大決意ヲ以テ
速ニ左記事項ニ対シ非常特別ノ対策ヲ実行セラレンコトヲ望ム。
一，農家ノ負債整理
（一）農村ニ貸付ケタル政府ノ各種低利資金ハ三年間償還ヲ延期シ，其間
利子ヲ免除スルコト
（二）政府ハ極力多額ノ低利資金ノ供給ヲ図リ高利債ノ借替ヲ為サシムル
１６）『帝国農会報』第２２巻第７号，昭和７年７月，１２２～１２８頁。
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コト
イ，低利資金ハ市町村又ハ産業組合ヲ経テ之ヲ貸付クルコト
ロ，相当人数ノ組合ヲ設ケタル場合ハ無担保ニテ貸付ヲナスコト
ハ，政府ハ相当額ノ損失補償ヲ為スコト
ニ，政府ハ三年間ノ利子ノ補給ヲナスコト
（三）以上ノ他，政府ハ負債整理ノ促進上必要ナル法令ノ発布並ニ有効適
切ナル施設ヲ緊急断行スルコト
二，農産物価格ノ引上
農家生活ノ安定ヲ図ル為メ農産物価格ノ引上ニ関シ速ニ徹底的方策ヲ断
行スルコト
三，農家ノ負担軽減
農家負担ノ荷重ナルコトハ議論ノ余地ナキヲ以テ緊急非常ノ手段ヲ講ジ
速ニ之カ軽減ヲ断行スルコト
以上，各事項ハ今期臨時議会中ニ之ヲ解決シ，已ムヲ得サルモノハ更ニ臨時
議会ヲ開会シテ之カ実現ヲ期セラレタキコト」１７）
６月１２日以降も温は種々業務を行った。１３日は道府県農会長協議会の残務
処理，１４日は幹事及び参事（東浦庄治，勝賀瀬，松田茂，小林隆平の４参事）
と農村非常特別方策を協議した。そして，１４日付けで帝国農会「農村窮乏打
開に関する要望書」を作成した。その要望案は農家負債整理に関する事項（農
村に貸し付けた政府の低利資金は３年間償還を延期し，利子を免除することな
ど），農産物価格に関する事項（米穀法を改正し，最低価格を米穀生産費と
すること，朝鮮，台湾米の無統制な移入を防止することなど），農家負担軽
減に関する事項（田畑地租を３年間半減すること，義務教育費国庫負担を３年
間現在の倍額とすること等），其他農村救済上重要なる事項（農村で土木事
業を起こし地方農民を雇用すること等）であった。１８）１５日は幹事，参事と農村
１７）『帝国農会報』第２２巻第７号，昭和７年７月，１～２頁。
１８）『帝国農会報』第２２巻第８号，昭和７年８月，１０４～１０５頁。
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救済対策について協議した。なお，この日第６２臨時議会が閉会した。１６日も
幹事，参事と農村救済対策について協議した。１７日も農村救済対策を協議し，
米穀対策方針を決定した。１８日は村上国吉が来会し，農村救済土木事業につ
いて意見交換を行った。１９日（日）は終日在宅し，エコノミストの原稿執筆，２０
日は加里肥料の小林房次郎が来会し，農会側の意見を述べた。２１日，温は「農
村救済対策私見」の執筆を開始した。また，午後６時より学士会館にて開催の
東京帝大農学部の発起による高岡熊雄，安藤広太郎博士の満州視察談の研究会
に出席した。高岡熊雄の移民論は「太田外世雄氏ノ所見ト同一ナリ」と日記に
記している。２２日は月田副会長出席の下，農村救済対策の研究を行い，また，
午後５時より帝農にて，政友会の河野一郎，東武，八田宗吉，民政党の高田耘
平，荒川五郎，農林省の和田，坂田事務官，永井，渡邊，竹山及び帝農側から
温，高島，東浦，松田が出席して，農村対策懇談会を開いた。２３日は農林省
にて開催の小麦増産計画会議があり，出席した。午後は体調不良のため帰宅し
た。２４日，温は体調を崩していたが，「農村対策救済対策私見」９４枚を「大馬
力」にて草了した。
温の「農村救済対策私見大綱」の概要は次の如くである。
「甲 応急焦眉の対策
一，中小農への政府貸付低利資金を三年間元利償還を延期すること
二，三年間義務教育費国庫負担を現在の三倍に増加しその増加の部分は
市町村の最近三ヶ年の平均総経費と同上小学教育費との比率を配布
標準中に加えたるものにより配布し且つ之を戸数割の軽減に充当す
ること
三，三年間田畑地租を現在の半額に軽減すること
四，国費を以て全国に救済事業を起こすこと（村道の改修，小規模にて
行ひ得る灌漑排水及土地改良，小規模開墾，部落有林野の植林，桑
園の改造）
五，産業組合の救済
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乙 恒久的応急対策
一，米穀政策の確立（専売，米穀国家管理ではなく，輸移出入米の統制
による調節）
二，蚕糸業政策の確立（桑園新設の許可制，生産増殖を誘導する奨励の
廃止，養蚕に偏したる農業経営の改善，組合製糸の奨励，生糸の自
家消費の奨励）
三，農業経営改善による生産統制（諸官庁の分裂指導を改め，各専門で
勝手な生産増殖を計画せざること，農業経営改善に関する指導の目
標を堅実なる所得本位により設計すること）
四，農産物販売の統制（農産物販売機関として，系統農会と産業組合が
あるが，販売は産業組合がよいという考えに賛成できない。小農の
経営全体を指導している農会が販売まで世話するのが自然であり，
便利である。産業組合の経営が小農の特性とぴったり合っていれば
よいが，多くの産業組合は次第に資本主義的精神が織り込まれ営利
主義組合本位主義に進展し，小農の特性から遠ざかり行く傾向にあ
り，販売は産業組合が良いとは考えない）
五，自給的生活の充実助成（小農の特性は自給生活部の存在である。日
本の農業の如く非資本主義勤労主義の家族経営にあっては自給生活
部は低いながらも生活の安定を得る貴重な特性である。現在の重商
政策は農家の自給生活を奪い，農を抑制して商を保護し，自給的生
活の充実奨励上障害となっている。自家用消費を容認すべきである）
六，農家の負債整理の助成（自作農維持を中心とし，耕地でいうと四，
五町歩ぐらいの自作兼小地主以下の負債を目標として整理する，負
債整理委員会が作成した案に対し，債権者が承知しない場合にはこ
れを強制し得るようにする）
七，農村計画樹立の奨励（農村の救済と改善は主として農業経営と消費
経済の改善で，それは農家自身が行うのであるが，各人ばらばらで
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は成績は上がらない，そこに農村計画の必要性がある。これまで何
でも政府に要求してきたのが現状であったが，今や農村に自力更生
運動が台頭した。この機会に農村救済と自力更生を結びつけ，農村
計画樹立促進を奨励することが喫緊の農村対策である）
八，民設団体の活用（世界の中でわが国のように官庁が直接農村を指導
している官庁万能主義はないが，農会にも罪がある。今や農会は化
石化し，又，政争の渦中に巻き込まれている，知事と農会長が同一
政党なら補助金が増加し，別なら補助金が削られるなど，政争の具
になっている。これでは農会の改造ができない。官は民間団体が不
満を抱かないよう活用，援助すべきである）
九，其他（農家の負担軽減，金融政策における農業資金の充実，社会政
策における農村文化の増進）
十，自力更生（真に農村を救済するものは農民自身である。最良の対策
は自力更生である。自力更生は農家の自覚反省が根本である，自覚
反省を喚起することが自力更生運動の第一歩である。先般兵庫県農
会の自力更生運動により関西府県農会聯合会の決議となり，ついで
帝国農会の道府県農会の決議となった。今や全国的に自力更生運動
が開始されるようになった。真の農村救済は真摯なる自力更生活動
の上に政府の援助が加わることによって実現される）」１９）
６月２５日，帝農は農村救済のため，農村関係団体及び政治家，学者をもっ
て組織した農村匡救協議会の第１回会合を開いた。この協議会に農業団体から
帝国農会，産業組合中央会，中央畜産会，日本中央蚕糸会，全国山林会聯合
会，帝国水産会の代表が出席し，政治家・学者から東武，八田宗吉，砂田重
政，長田桃蔵，青木精一，西村丹次郎，高田耘平，荒川五郎，佐藤寛次，那須
皓らが出席し，帝国農会の農村救済案を参考に協議した。２０）２６日（日）は在宅
１９）『帝国農会報』第２２巻第７号，昭和７年７月，３～１３頁。
２０）『帝国農会報』第２２巻第８号，昭和７年８月，１０５～１０６頁。
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し，「農村救済対策私見」の改稿等，２７日は農林省に出頭し，間部農務課長に
経営主任者協議会開催につき，補助金の交渉，２８日は農林省主催の小麦増殖
奨励に関する道府県農会技術員協議会が帝農事務所にて開催され，出席した。
また，午後６時から第２回の農村匡救協議会を開催し，各団体からの農村救済
案を協議した。２９日も小麦増殖奨励に関する道府県農会技術員協議会を開催。
３０日は吉岡幹事とともに農林省に行き，小平農務局長，間部農産課長に小麦
販売斡旋に関し，抗議的依頼を行った。
７月も温は種々の業務，農政運動を行い，また，出張し，多忙であった。１
日，温は午後９時２５分東京発にて兵庫県の自力更生祭での講演のために出張
の途についた。翌２日午前８時１５分京都に着き，山陰線に乗り換え，船井郡
園部町を経て殿田まで行ったが，大洪水のために不通となり，園部町に引き返
し，減水を待った。そのため，この日午後１時よりの養父郡八鹿町での自力更
生祭での講演は中止とし，午後７時１０分発の汽車にて城崎郡城崎町に向か
い，午後１０時１５分城崎に着し，ゆとうやに投宿した。３日午前７時宿を出
て，城崎郡香住町に行き，９時同町小学校にて開催の城崎・美方両郡の自力更
生講演会に出席し，神事の後，来会の２００余名に対し，温が講演した。４日午
前９時城崎を出発し，０時３０分多紀郡篠山町に着き，午後１時半より味間小
学校にて開催の篠山自力更生講演会に出席し，来会の４００余名に対し，２時間
ほど講演し，「尤モ盛況，緊張」した。終わって，有馬温泉に行き，宿泊した。
５日は午前１０時４０分有馬発にて１２時半伊丹に着し，午後１時半伊丹公会堂
にて開催の自力更生講演会に出席し，神事のあと，来会の３５０余名に対し，講
演し，終わって，神戸に帰り宿泊した。６日は県農会事務所にて関西聯合農会
理事会を開き，松山兼三郎（愛知），長谷川（岐阜），大島（京都），麦生（広
島），恒松於兎二，山脇延吉（兵庫），長島貞（兵庫）ら出席の下，農村対策に
関する決議の実行について協議した。終わって，午後８時４４分三宮発にて帰
京の途につき，翌７日午前９時東京に着し，そのまま帝農に出勤した。
７月７日，午後５時より帝農事務所にて第４回農村匡救協議会があり，出席
２４ 松山大学論集 第２０巻 第５号
し，農村匡救対策について大体の成案を得た。８日は帝農事務所にて道府県農
会長会議の滞京委員会を開き，佐藤維一郎（秋田，会長），加藤守一（北海道，
副会長），石坂養平（埼玉，会長），松山兼三郎（愛知，幹事），大島国三郎（京
都，幹事），杉本，麦生富郎（広島，幹事），小野周平（新潟，会長）らの出席
の下，帝国農会幹事案と農村匡救協議会案について協議した。２１）９日も滞京委員
会を開き，打ち合わせを行い，午後農林省を訪問し，後藤文夫農林大臣に面会
し，農村救済に関する道府県農会長会議の決議事項を陳情し，懇談した。１０
日（日）は滞京委員の運動は休みで，温は貴族院公正会への農村対策の説明の
準備等を行った。１１日は午前滞京委員らとともに，大蔵政務次官，文部政務
次官，内務次官，鳩山文相，三土鉄道大臣らに決議事項を陳情し，午後，温は
貴族院公正会に対し，農村の真相について２時間ほど講演した。また，午後６
時からは運動委員と農政研究会有志との懇親会にも出席した。１２日は農林省
に出頭し，田中肥料課長に面会し，加里肥料会社の件について意見を聞いた。
１３日は愛媛県農会長の門田晋とともに鈴木喜三郎政友会総裁（犬養死去後総
裁に就任）宅を訪問し，農村救済について陳情した。後，政友会の秦顧問にも
陳情した。また，在京評議員会を開催し，これまでの運動の報告を行い，ま
た，農村救済対策を講じるために全国評議員会開催を決めた。１４日は経営主
任協議会開催の計画を行い，１５日は小麦増産宣伝と経営主任者協議会の事業
計画を行い，また，幹事会で自力更生に関する計画の協議を行った。１６日は
小麦増産宣伝計画を作成，１７日（日）は在宅し，米専売研究事項を執筆，１８
日は農林省に出頭し，三宅農政課長，湯川副業課長らに面会し，小麦増殖宣伝
に関し協議，１９日は経営調査主任協議会の準備を行い，また，午後５時より
第５回農村匡救協議会を開き，農村匡救対策を決めた。それは，負債整理に
関する事項（農山漁村に対する政府低利資金は３年間償還を延期し，その利子
を免除すること等），生産物価格に関する事項（米価維持のために米穀法の
２１）『帝国農会報』第２２巻第８号，昭和７年８月，１０３～１０４頁。
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改正，最低価格は生産費によること，朝鮮台湾よりの移入米の管理，繭価維持
等），負担軽減に関する事項（義務教育費の国庫負担の増額等），其の他農
山漁村匡救上緊要なる事項（農村で土木事業を起し，農村民を雇用することな
ど），であった。２２）２０日，帝農は全国評議員会を開催し，農村救済対策の協議を
行い，午後１時評議員一同農林省に出頭し，有馬次官，松村参与官に陳情し
た。２１日午前評議員会を行い，午後評議員一同首相官邸，内務省，文部省，
大蔵省，民政党，政友会本部に行き，陳情した。２２日は農村救済について教
育者に望むの原稿執筆，２３日は経営調査帳簿の検閲，２４日（日）は在宅し，
農村救済について教育者に望むの原稿執筆，２５日は午後１時より青年会館に
て開催の関東農会大会に出席した。来会者は１，６００名に達した。温は日記に「事
故ナク，盛況裡ニ閉会。一同明治神宮ニ参拝。運動委員三百余名滞在」と記し
ている。２６日，関東大会の滞京委員３００余名は陳情のために首相官邸に押し
寄せ，代表が面会している。この日の日記に「関東大会運動員三百余，帝国農
会ヲ根拠トシ，全部首相官邸ニ推寄セ警官ニハヾマレ，各府県二名宛ノ代表ニ
面会ス」とある。後，臨時総会提出問題の考案，副会長と米専売問題の研究等
を行った。
７月２６日，温は午後９時４０分東京発にて山口県に出張の途についた。大暑
のため車中，釜の中に居るようであった。翌２７日午後８時２０分小郡に着き，
湯田に行き，松田屋に投宿した。２８日午前１０時半より湯田の県公会堂にて開
催の山口県町村農会長大会に出席し，温は午後１時半より３時まで講演を行っ
た。２９日は午前８時より県農会別館にて郡市町村技術者農業経営講習会を開
会し，温が午後２時まで講演を行った。苦熱焼くが如き酷暑であった。３０日
も午前７時より講習会を行い，正午まで５時間講義を行った。終わって，午後
４時４０分湯田発，６時５０分門司に着き，８時発の大井川丸にて愛媛への帰郷
の途につき，３１日午前８時高浜に着き，買物をして腕車にて帰宅した。
２２）『帝国農会報』第２２巻第８号，昭和７年８月，１０６～１０７頁。
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８月も温は種々業務を行った。１，２日は愛媛の自宅にて小麦増産のパンフ
レットの執筆，３日は県農会に行き，午前１１時より午後１時まで県農会主催
の郡町村技術者講習会にて，来会の１２０余名に対し講義，４日も午前７時より
午後１時まで講義を行い，午後６時４０分高浜発の紅丸に乗り，上京の途につ
いた。翌５日午前６時半神戸に着き，７時５分三宮発にて東京に向かい，午後
４時５０分着京，帰宅した。
８月６日，午後副会長出席の下，幹事会を開き帝国農会臨時総会の準備の協
議を行い，７日（日）は小麦増産パンフを執筆し，また，青山に月田副会長宅
を訪問し，明日の全国評議員会の協議をした。８日，帝国農会全国評議員会を
開催した。
８月９，１０日の両日，帝国農会は第６３臨時議会を前にして農村匡救対策を
協議するために，第２３回臨時総会を帝農事務所にて開催した。９日午前１０時
４５分開会し，牧野会長挨拶の後，吉岡幹事より第２２回総会以降の会務報告な
らびに地方各区で行われた農村匡救対策運動が報告された。そして，建議案「農
村匡救策断行に関する建議案」が提案され，月田副会長より説明があり，若干
の質疑の後，１０名の委員に付され，午後委員会が開かれ，審議し，山田歛（福
井県農会長）より本会議に報告され，可決された。この日の日記に「帝国農会
臨時総会開会（先例ナキ）。桑田，安藤両特別議員ヲ除ク外出席。午前十時半
開会。牧野会長病気ヲ推シテ出席シ，開会ヲ告ゲ帰ラル。議事中，山田歛，八
田宗吉，高田耘平，三氏大蔵省訪問。郡市町村農会技術者給補助（百五十万円）
ノ実現ヲ要求ス。午前中ニ意見ヲ述ベ，予算更正ハ即決可決，他ノ建議案ハ八
名ノ委員ニ付托ス。午后三時本会議ヲ開キ，議案全部議了。農林大臣ノお茶ノ
会ニ出席シ，懇談的ニ陳情シ，后六時ヨリ東洋軒ニテ慰労会ヲ開キ，八時半散
会」とある。１０日は午前１０時３０分開会し，昨日可決した建議を陳情するこ
ととし，６班に分けて，陳情に行き，温は第２班の大蔵，政友組に同行した。
午後４時１５分本会議を再開し，各班より陳情報告がなされ，５時過ぎ閉会し
た。２３）この日の日記に「臨時総会，但シ本日ハ議題ハ議了シ，六班ニ分ケ，一，
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総理，拓務，二，大蔵，政友，三，文部民生，四，鉄道，国民同盟，五，内
務，六，貴族院各派。本日自分ハ大蔵ト政友組ニ同行ス。午后三時半，陳情ヲ
終リ開会。各組ヨリ陳情ノ状況ヲ報告シ，終テ散会」とある。
この第２３回帝農臨時総会で決議された「農村匡救策断行ニ関スル建議」は
次の通りで，農村の危機を強調し，農村非常特別の匡救策として，米穀の買い
上げ，移入米の国家管理，農家負担軽減，負債整理，農村産業経済計画の樹
立，農村での土木事業などを提案していた。
「現下農村ハ極度ノ窮乏ニ陥リ民心日ヲ逐ウテ不安ヲ加ヘ真ニ憂慮スベキ情
勢ニ在リ，朝野ヲ挙ゲテ之ガ匡救ノ対策ニ専念シツツアリト雖此際一歩ヲ誤ル
ニ於テハ如何ナル事態ヲ惹起スルヤモ測リ難ク国家ノ前途洵ニ寒心ニ堪ヘザル
モノアリ。
斯カル情勢ヲ招来セル所以ノモノハ近年農産物価格惨落シテ農家ノ収入撃滅
セルニ拘ラズ租税公課依然トシテ荷重ヲ極メ負債ノ重圧愈々加レルニ職由ス。
依テ政府ハ此際一大決意ヲ以テ速ニ左記事項ニ即シ非常特別ノ対策ヲ断行セ
ラレンコトヲ望ム。
第一，農産物価格ニ関スル事項
一，米穀政策ニ関シテハ根本的ニ考究ヲ要スベキモ応急処置トシテ左ノ諸
項ヲ実現スルコト
（一）米穀法ヲ改正シテ最低価格ハ米穀生産費ヲ基礎トシテ定ムルモノ
ト為スコト
（二）米価調節ノ目的ヲ達スルニ十分ナラシムル為米穀需給調節特別会
計法ヲ改正シテ資金ヲ五億円ニ増加スルコト
（三）米ノ買上ニ付テハ時機ヲ失セズ多量ノ買上ヲ断行スルコト
（四）生産者ヲシテ籾又ハ米ノ貯蔵ヲ行ハシムル為低利資金ノ供給及ビ
奨励金支給ノ方法ヲ講ズルコト
２３）『帝国農会報』第２２巻第９号，昭和７年９月，５～８頁。
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（五）米価ヲ適当ニ維持スル為朝鮮，台湾ヨリノ移入米ニ対シ国家管理
ヲ断行スルコト
二，繭価維持ノ為徹底セル政策ヲ樹立スルコト
三，一般農産物ニ対シ生産及販売ノ統制ヲ図ルコト
四，一般農産物ニ対スル鉄道運賃ノ引下ヲ行フコト
第二，農家負担軽減ニ関スル事項
一，田畑地租ヲ三年間半減スルコト
二～六 （省略）
第三，農家負債整理ニ関スル事項
一，農村ニ貸付ケタル政府ノ各種低利資金ハ三年間償還ヲ延期シ，其ノ間
利子ヲ免除スルコト
二～六 （省略）
第四，農村産業計画樹立ニ関スル事項
農村現下ノ窮乏ヲ匡救シ進ンデ農家永遠ノ繁栄ヲ図ル根本義ハ農村ノ実
情ニ即シタル産業及経済更生ノ計画ヲ樹テ之ヲ実施セシムルニ在リ，仍テ
全国ニ亘リ急速ニ此計画ヲ樹立実施セシムルニ足ル十分ナル積極的助成施
設ヲ為シ以テ農家自力更生ノ基礎ヲ作ラシムルコト
第五，農会技術員費国庫補助ニ関スル事項
農村ノ匡救ト農家ノ自力更生助成ノタメ，第一線ニ立チテ活動スベキ郡
市町村農会技術員ヲ充実スルハ国家ノ急務ナルヲ以テ之等技術員ノ俸給ニ
対シ，其ノ全額ヲ補助スルコト
第六，其ノ他農村匡救上重要ナル事項
一，政府ハ農民ニ労働ノ機会ヲ与フル為道路，水路，耕地等ニ関スル土木
事業ヲ起シ可及的全国各町村ニ分散セシメ且極力当該地方ノ農民ヲ雇
用スルコト
二～六 （省略）」２４）
８月１１日，全国各府県より運動委員が上京した。帝農は午前１０時より事務
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所にて会議を行い，帝国農会及び各区の大会決議を報告し，後，全員を総理
と国民同盟，農相と政友会，大蔵と民政党の３組に分け，温はの組を率
い，陳情した。１２日午前９時運動委員が集合し，大蔵省の非常時予算１億
５，０００万円の査定に不満の決議を行い，鉄相と若槻礼次郎，内相と鈴木喜
三郎，文部省と貴族院の３組に分け，陳情した。１３日も運動委員として松
山，城島，麦生，門田，日野が居残り，運動を続けた。１４日（日）は在宅し，
小麦増産パンフの原稿を草了等。１５日は群馬県にて開催の経営協議会の準備
を行った。１６日は副会長出席の下，幹事会を開き，全国農会大会の協議を行っ
た。
８月１６日，温は午後６時２５分上野発にて群馬に出張し，翌１７日群馬県に
て開催の農業経営協議会に出席し，帰京した。１８日，出勤し，第６３回臨時帝
国議会対策準備，１９日も雑事，来客の応対に追われた。２０日，島根県農会長
恒松於兎二，同県農会幹事安部憲吉が島根県農家９万２，０００余人の請願書を携
えて上京し，同道して首相官邸に行き，斎藤首相に面会した。２１日（日）も
出勤し，雑事。２２日は帝農在京評議員会を開催し，全国農会大会の協議を行
い，また，１１府県の運動委員会の協議会も開催した。また，午後６時より赤
坂幸楽にて農政研究会の発起人会を開催し，東，八田，加藤，土井，河上，高
橋，高田，荒川，佐藤の各代議士及び滞京運動委員が来会し，懇談した。そし
て温に農政研究会総会の宣言，決議文の作成が依頼された。
８月２３日，斎藤内閣下の第６３回臨時帝国議会，いわゆる時局匡救議会が開
会した（～９月４日）。斎藤内閣は，米穀問題については，「米穀需給調節特別
会計法中改正法律案」と「米穀応急施設法案」の２案を提出した。前者は内地
米買い上げのために米穀資金借り入れ限度を１億円拡張して現在の３億５，０００
万円を４億５，０００万円にする案であり，後者は朝鮮米台湾米の内地移入の月別
平均化を図るために，朝鮮台湾米の買い上げを行うこと，そのために米穀会計
２４）『帝国農会報』第２２巻第９号，昭和７年９月，２～４頁。
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を３，０００万円増額すること，などであった。斎藤内閣のこの米穀政策は，内地
米の買い上げ基準に関し，率勢米価説に固執し，帝国農会の生産費説の要求を
退けた微温的なものであった。それに対し，政友会が対案として「米穀法中改
正法律案」を提案し，率勢米価削除を提案していた。また，斎藤内閣は農家の
負債整理について，「農村負債整理組合法案」を提出した。それは，隣保共助
の精神により負債整理組合を設立し，負債整理を行うというものであったが，
整理資金について何の規定もなかった。農家負担軽減問題については，「市町
村立尋常小学校臨時国庫補助法案」が提案されたが（１，２００万円に過ぎなかっ
た），帝農側の郡市町村技術員費全額国庫補助は提案されず，不徹底なもので
あった。農村土木事業については農林省，内務省合わせて９，６００万円余り，農
村経済更生施設として３４０万円の予算が計上されていたが，内容について農会
側として首肯し得ない点が少なくなかった。２５）要するに，帝農側は大いに不満
であった。
また，臨時議会の開会当日，帝国農会は非常時農村対策の実現を期すべく，
午前１０時より帝国農会事務所にて，道府県農会長会議を開き，明日の全国農
会大会の宣言，決議文，実行方法などを協議した。また，午後６時から丸の内
中央亭にて，道府県農会長も加わった農政研究会総会を開き，宣言，決議（農
産物価格引上，農村土木事業の徹底，農家負担の軽減，農村負債整理並に金融
の流通，肥料政策の確立）をなした。２６）
８月２４日，帝国農会は斎藤内閣および議会に農政要求を実現すべく，午後
１時より青山会館にて全国農会大会を開催した。全国から２，２００～２，３００名が
出席した。牧野会長は病気を推して挨拶し，月田副会長がこれまでの経過報告
を述べ，各区からの代表演説があり，宣言，決議文，実行方法が採択された。
実行方法としては，出席者がそれぞれ選出の貴衆の両院議員に面会し，決議の
２５）高島一郎「第六十三議会に於ける農政問題」『帝国農会報』第２２巻第１０号，昭和７年
１０月，２０～２９頁。
２６）『帝国農会報』第２２巻第９号，昭和７年９月，１１３～１１５頁。
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趣旨貫徹に賛同を求めること，１道府県より２名以上の実行委員を選出し，議
会中滞京して決議の趣旨貫徹を図ることなどを決めた。この日の温の日記に「午
前九時ヨリ青山会館ニ出張。大会ノ準備ヲナス。十時頃ヨリ埼玉，群馬地方ヨ
リ出席者集合。午后一時全国農会大会。牧野会長病気ヲ推シテ出席，挨拶ヲナ
シ，月田副会長，今日マデノ経過并ニ大会ヲ開カザルベカラザル事情ヲ述ベ，
次デ月田氏座長席ニツキ，議事ニ入リ，直ニ各区代表演説ニ移リ，八人ヲ終リ
議事ニ入リ，各府県一名ノ委員ヲ挙ゲ，宣言決議及実行方法ノ審議ヲナス（自
分ト高島幹事ハ委員会）。次デ代表演説ヲ続ク。委員会ハ山脇延吉氏ヲ委員長
トシテ種々ノ議論アリシガ，原案ヲ可決シ…。加藤知正代議士ノ演説ニテ打切
リ，委員会決議報告可決。天皇皇后陛下万歳，系統農会万歳ヲ唱ヘ閉会。任意
明治神宮ヲ参拝シテ散ス。大会人員正味二千二，三百名盛況，異常ナク終了」
とある。
この全国農会大会で決議された宣言は次の通りである。
「農村ノ窮乏其極ニ達シ農家ノ惨状言語ニ絶ス。今ニシテ非常特別ノ対策ヲ
断行シ此危機ヲ脱セシムルニ非スンハ如何ナル事態を惹起スルヤモ測リ難シ。
今ヤ農村匡救ノ臨時議会ハ開カレ農家ノ嘱望一ニ懸ッテ茲ニ存ス。然ルニ政府
提出ノ諸案ハ甚徹底ヲ欠キ吾人ノ主張ト相距ルモノ頗ル多ク未タ以テ非常時局
ヲ匡救スルニ足ラス。此ノ秋ニ当リ，全国農会大会ヲ開催シ政府ノ猛省ト議会
ノ奮起ヲ促シ，以テ時局匡救ノ目的貫徹ニ邁進セムトス。敢テ宣ス」２７）
また，決議事項として，１，農産物価格引上，２，農家負担軽減，３，農家
負債整理，４，農村ノ自力更生事業助成を決議し，具体的には，米穀法を改
正し，最低価格は米穀生産費を基礎として定むるものとなすこと，米価を適
当に維持するため朝鮮台湾よりの移入米に対し国家管理を断行すること，田
畑地租を３年間半減すること，郡市町村農会技術員費の全額を国庫補助とす
ること，農家負債整理に関し徹底せる国策を樹立すること，販売肥料の廉
２７）『帝国農会報』第２２巻第１０号，昭和７年１０月，４～６頁。
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価供給を図るため肥料に関する根本国策を樹立すること，であった。
８月２５日より全国農会大会の実行委員が臨時議会での活動を始めた。この
日午前９時より帝農にて実行委員会を開き，１０５名が出席した。月田副会長所
用のため，愛媛の門田晋が座長になり，昨日の議員訪問の報告，今後の運動方
針（毎日９時に集合し，運動をなすことなど）を決めた。２６日午前９時半よ
り実行委員会を開き，兵庫の山脇延吉が座長となり，昨日の報告をなし，そし
て，３組に分かれて，政友会，民政党，国民同盟の本部を訪問し，陳情した。
温は政友組に入り，岡田伊太郎政友会総務に陳情した。また，午後３時より衆
議院に山本悌二郎，山口義一代議士に面会したが，郡市町村農会技術員追加予
算の提出は不可能とのことであった。夜は帝農にて農政研究会幹部会を開い
た。２７日も実行委員会を開き，６０余名が出席した。副会長が座長となり，昨
日の報告と本日の方針を決め，各員は各自選出代議士に郡市町村農会技術員給
補助建議案提出の陳情を行うこと，そのために政友会と農林当局に働きかける
ことを決め，温は午後５人の運動委員とともに政友会の岡田，清水代議士に面
会し，陳情した。また，この日温は午後７時より９時１０分まで小金井の青年
講習会に行き，農村更生の道について講義した。２８日も実行委員会を開き，５０
余名が出席した。この日は温が座長となり，本日も政友，民政，農林当局に働
きかけた。また，この日午後６時より中央亭にて農政研究会総会を開催し，技
術員俸給補助の建議案を上程することを決定した。２９日も実行委員会を開
き，５０余名が出席した。副会長が座長となり，昨日の報告と本日の方針を決
めた。本日は委員を２組に分かち，第１班は米穀法問題に関し，農林大臣およ
び衆議院の特別委員を訪問すること，第２班は負債整理問題に関し，衆議院の
特別委員を訪問することを決め，温は後者を率い，助川代議士に陳情した。な
お，この日，衆議院では率勢米価に固執する斎藤内閣と率勢米価廃止を主張す
る政友会とが正面衝突した。温の日記にも「政府ト政友会ト正面衝突。率勢米
価ニ付」とある。３０日にも実行委員会を開き，３０余名が出席した。副会長が
座長となり，方針を決めた。第１班は早朝農林大臣及び柴田書記官長に面会
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し，「率勢米価ノ問題，技術者俸給問題ヲ強要的陳情」した。第２班は助川代
議士に面会した。なお，この日，郡市町村農会技術者補助の建議案が上程され
た。３１日も実行委員会を開き，３０余名が出席した。そして，三土鉄相，斎藤
首相に面会，陳情した。この日，率勢米価問題で政友会内で帝国農会への批難
の声が出て，温も批難された（内容不明だが，帝農幹部が妥協的ということと
思われる）。そして，実行委員会は率勢米価廃止の声明書を発した。この日の
日記に「実行委員三十余名トナル。且ツ，入レ代レルモノ多シ。率勢米価問題
ノ難関ニ遭遇シ，政友会内帝農批難ノ声（一部ニ自分ニ対シ）出デ，タメニ頓
挫スト。山脇氏ト大議論。河上哲太君ヲ私宅ニ訪問シ，議院及政友会本部ニテ
須ノ内，平野代議士ニ面会シ，状況ヲタヾシ，再ビ帝農ニテ議論ス。衆議院ハ
政府ト政友ノ正面衝突トナリ，其反映農会ニ及ビ，終ニ率勢米価廃止ノ声明書
ヲ発ス。牧野会長ノ出席ヲ求メ，貴族院ヘノ助力ヲ懇談ス。夕刻，衆議院ニテ
河野一郎氏ニ面会，技術者補助ノ建議取廻シヲ依頼シ，快諾…。上院運動ヲ依
頼サル。助川，土井両代議士ニ面会，負債問題ヲ聞ク」とある。なお，この
３１日に米穀法改正案は，政府案ではなく，政友会提出の率勢米価廃止案が政
友会の多数のもとに可決され，貴族院に送られた。
９月も温は議会対策や出張で多忙であった。１日午前９時より帝農にて全国
農会大会の実行委員会を開き，３０余名が出席した。本日から貴族院に対し運
動を開始した。この日，実行委員を４班に分け，第１班は研究会及び交友 楽
部，第２班は同成会及び同和会，第３班は火曜会及び公正会，第４班は衆議院
（郡市町村農会技術員給国庫補助に関する建議）とし，それぞれ面会，交渉し
た。２日も午前９時より実行委員会を開き，２０余名が出席し，２班に分け，
第１班は衆議院に，第２班は貴族院に対し運動した。この日，衆議院の建議委
員会において，郡市町村農会技術員給国庫補助に関する建議が全会一致可決さ
れた。３日も実行委員会を開き，２０余名が出席した。運動の余地なく，状況
を静観することになった。貴族院での米穀法問題の審議では，貴族院側は米穀
資金の増額は可決したが，米穀法発動の基準として率勢米価削除することには
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反対で，政府と衆議院の双方の顔をたて，当面率勢米価に代え，米穀生産費を
米穀法発動の基準とするという折衷案を決定した。ところが，衆議院が拒否
し，４日両院協議会が開かれ，妥協がなされ，政友会側が当面生産費を基準と
することを受け入れ，決定された。２８）農家負債整理組合法案の方は不成立とな
り，６３臨時議会は閉会した。
９月３日，温は午後２時半上野発にて帝農主催の北海道・東北区農業経営主
任会議（３～５日）のために青森県に出張の途につき，翌４日午前６時浅虫駅
（温泉）に下車し，仙波館に休息し，青森県農会事務所に行き，９時より帝農
主催の北海道・東北区農業経営主任者協議会に出席し，自力更生を目標とした
農業経営改善に関する事項，小麦増殖計画を主要要素とする経営改善設計に関
する事項，農産物生産費調査における自家労力の労賃計算に関する事項等を協
議した。２９）５日，経営主任一行は視察に向かったが，温は終日休養した。６日，
午前は地代論の執筆，午後１時５０分浅虫発急行にて帰京の途につき，翌７日
午前６時５０分上野に着き，帰宅し，小憩の後出勤した。
９月８日，温は午後農林省に出頭し，三宅発士郎農政課長に面会し，更生計
画の内容を聞いている。９日は農業経営審査員常置員会を開き，佐藤，渡邊出
席の下，調査農家変更等について協議した。１０日は農林省に出頭し，三宅農
政課長に自力更生の説明を行った。
９月１０日，温は午後８時３０分東京発にて，東海・近畿区の農業経営主任者
協議会（１１～１３日）に出席するために，奈良に出張の途につき，翌１１日午前
８時奈良に着した。ただちに会場の奈良ホテルに行き，午前９時半より帝農主
催の東海・近畿区の農業経営主任者協議会に出席した。温は開会の挨拶ととも
に希望を述べた。１２日も同協議会を開き，農業経営改善，農産物生産費調査
などについて協議した。１３日も午前協議会を開き，午後は磯城郡の吉川善太
２８）実行委員会の運動の経過については，『帝国農会報』第２２巻第１０号，昭和７年１０月，
６～８頁。
２９）『帝国農会報』第２２巻第１０号，昭和７年１０月，１２１頁，第１１号，昭和７年１１月，８５
頁。
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郎農場（３町歩余自作）を視察した。１４日は午前７時４０分奈良発にて，中国
四国区農業経営主任者協議会（１５～１７日）に出席するために，広島に向かい，
午後５時５分広島に着し，島屋町の虎屋に投宿した。１５日，午前９時より広
島県農会にて開催の帝農主催の中国四国区農業経営主任者協議会に出席し，温
が開会の挨拶を行い，農業経営改善等の協議事項を協議した。なお，この日，
斎藤内閣は「満州国」を承認したが，温はその旨を日記に記している。１６日
も経営主任協議会があり，温は１１時から出席した。１７日，農業経営主任一行
は平川農場等を視察したが，温は宿にて農林省の経営改善大計画を作成し，午
後１時４０分広島発にて帰京の途につき，翌１８日午前８時東京に着した。この
日は終日在宅し，地代論を草した。
９月１９日，午前幹事会を開き，昭和８年度帝農予算案について協議した。
温は積極論であったが，増田幹事が消極論，高島幹事が折衷論であった（吉岡
幹事は欠席）。午後は副会長も出席して，予算案を協議した。２０日も予算案を
協議し，副会長が温の意見を容れた。この日の日記に「副会長，自分ノ積極論
ヲ容レ，明年度予算ヲ五年度ノ旧ニ復ス」とある。２１日は午後在京評議員会
を開き，安藤，八田，高田，森，岡本委員出席の下，予算案を協議した。予算
案の増加，販売斡旋部の増加は賛成意見が少なかった。結局，２万６，０００円増
加し，１万３，０００円を販売部に回すことに決まった。２２日は午前全国農会大
会の実行委員（１５県）を招集し，これまでの経過を報告し，郡市町村農会技
術員給国庫補助の運動に全力を注ぐことを決め，午後は政友会には清水，青木
精一総務に，民政党には小山幹事長に，農林省には石黒次官，小平農務局長に
面会し，陳情した。
９月２７日，斎藤内閣は農山漁村の経済計画ならびに産業組合，副業等の事
務をとらしむるために，農林省に経済更生部を設置し，人事異動を行った。経
済更生部長に前農務局長の小平権一が就任し，同総務課長に三宅発士郎，同産
業組合課長に田中長茂，同金融課長に周東英雄，同副業課長に湯河元威が就任
した。なお，新農務局長に長瀬貞一，米穀部長に荷見安，農務局農政課長に小
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浜八弥が就任した。３０）
９月２７，２８日の両日，帝農は全国評議員会を開催し，第２６回帝農総会に提
案する昭和８年度予算案，総会への建議案等を決めた。安藤広太郎評議員が予
算案の負担増加に反対をくりかえし，温は不快を感じている。２８日の日記に
「十時，評議員開会。安藤評議員ガ強イテ負担不増加ヲ繰返サレタルハ心得難
シ。懇談ノ結果，負担ヲ一万三千円増加シ，一般事業中農村更生指導費ヲ新設
シ，販売幹旋ハ補助増加ノ予算トシテ妥協成立ス」とある。２９日，温は居残
りの評議員，麻生，土屋とともに農会技術者国庫負担問題と更生指導問題につ
いて，農林省を訪れ，長瀬貞一農務局長，小浜八弥農政課長，小平権一更生部
長，三宅発士郎総務課長に陳情した。また，政友会本部では清水総務，助川代
議士に，民政党本部では小山幹事長に，国民同盟では鷲沢代議士に陳情した。
３０日は農林省に行き，間部農産課長に小麦増殖計画の大要を報告した。また，
東浦，勝賀瀬，小林参事と４幹事にて帝農の内部問題について懇談している
が，不平・不満が多かった。
１０月も温は種々業務を行い，また，出張した。１日，温は午前１０時東京発
にて宮崎県での自力更生講演会のために出張の途につき，車中キング１２月号
の原稿を執筆し，午後９時２０分三宮につき，９時４０分出航の別府行きの緑丸
に乗り，翌２日午後２時半別府につき，２時５０分発にて延岡に向かい，午後
７時３０分着し，吉野屋に投宿した。３日，温は午前１０時より延岡町小学校に
て開催の宮崎県農会主催の自力更生講演会に出席し，来会の８０余名に対し，
午前１１時より午後３時半まで講演した。終わって，午後５時４０分延岡発にて
都城に行き，９時に着し，水間旅館に投宿した。４日，温は午前１０時より都
城公会堂にて開催の自力更生講演会に出席し，中堅青年を中心とした３００余名
に対し，午前１１時より午後３時半まで講演した。終わって，自動車にて飫肥
に行き，次流館に宿泊した。５日午前８時半宿を出て，南那珂郡南郷村に行
３０）『帝国農会報』第２２巻第１０号，昭和７年１０月，１２６～１２７頁。
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き，午前９時半より同村の青年会館にて開催の自力更生講演会に出席し，来会
の５００余名に対し，午前１０時半より午後３時半まで講演した。終わって自動
車にて宮崎に戻り，鈴木県農会長らと宴会し，午後１０時宮崎発にて，帰京の
途につき，６日は終日列車，車中キングの原稿を執筆し，７日午前１０時東京
に着し，そのまま出勤した。
１０月６日，農林省は，経済更生部新設（９月２７日）に伴う農林省訓令第２
号「農山漁村経済更生計画に関する件」並びに「農山漁村経済更生計画助成規
則」「農山漁村経済更生計画助成金交付要項」を公布した。前者でその基本的
理念・方針を示し，後者で経済更生計画への助成規則・交付金要項を示した。
前者の基本方針・理念は，次の如くであった。
「農山漁村疲弊の現状に鑑み，其の不況を匡救し，産業の振興を図りて民心
の安定を策し，進んで農山漁村の更生に努むるは刻下緊急の要務たり。政府は
曩に之が救済に関する応急的匡救策を樹て今や其の実行に付き最善の努力を竭
しつつありと雖も，之等の施設をして当面の一時的効果に止まらしめず，農山
漁家の経済生活を安定せしめ，更に将来に向って其の福利を増進せしむるが為
には，現下の農村疲弊の由来せる素因が啻に輓近内外経済界の異常なる不況に
職由するのみならず，深く農村経済の運営及組織の根底に横たわるものある実
状を明にし，農山漁家の自醒を促すと共に其の禍因の芟除に努力せしむるの要
あり。之が為には農村部落に於ける固有の美風たる隣保共助の精神を活用し，
其の経済生活の上に之を徹底せしめ，以て農山漁村に於ける産業及経済の計画
的組織的刷新を企図せざるべからず。政府が今回新たに農林省に経済更生部を
設置し，経済更生に関する諸般の方策を実施せんとするの趣旨も亦茲に存す。
其の綱要とするは，単に農林，漁業各個の経営技術の改善を指導普及するに止
まらず農山漁村経済全般に亘り計画的且組織的に整備改善を図るに在り，就中
農業経営の基本的要素，整備活用，生産販売の統制，金融の改善，産業組合の
刷新普及産業諸団体の連絡統制，備荒共済施設の充実等は其の主要なる事項に
属す。而して之等に関し指導上必要なる具体的方針に関しては今後随時指示す
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る所あらんとす。今や各地方自奮更生の意気熾なるものあり，此の秋敍上の趣
旨の徹底を図り農山漁村をして其の経済更生に邁進せしむるは真に恰好の機会
なりとす。然りと雖，此の事たるや永遠に亘り逐次其の効果を収むべきものな
るを以て計画の当初に於て一歩を誤らんか，徒らに画餅に帰するの虞あり。仍
て地方当局に於ては経済更生計画の当事者をして紊りに理想に走らず，性急に
流れず中心人物に克く其の人を得，堅実適切なる計画の樹立実行を為さしむる
と共に，他面之に参画すべき各種産業団体に対しては其の本質に応ずる分野に
於て充分其の機能を発揮せしむる様指導督励せらるべく，更に又精神教化運動
との連絡協調を密にし，官民一致大に自奮更生の民風を興起し，組織的統制的
地方経済生活の整備振作を図り，以て農山漁村更生の目的達成上遺憾なきを期
せらるべし」。３１）
この農林省訓令によると，現下農村疲弊の素因は単に不況のためではなく，
深く今日の農村経済の運営及び組織に根本的原因があり（農村経済が無計画，
非組織的であること），その禍因芟除のためには，農村部落の固有の美風であ
る「隣保共助の精神」を活用し，農山漁村の産業及経済の「計画的組織的刷新」
を計画する必要があること。また，今日，各地方で「自奮更生の意気熾」であ
るが，「紊りに理想」に走ったり，「性急に流れ」るのはよくなく，地方当局は
農村の中心人物に良き人物を得て，「堅実適切な」経済更生計画を樹立し，「官
民一致」により，農山漁村の「組織的統制的地方経済生活の整備振作」を図り，
農山漁村の経済更生の目的を達成すべしとのことであった。地方の自力更生運
動を利用した上からの官僚統制下の農村経済更生訓令であった。
１０月７，８日の両日，帝国農会は道府県農会長会議を帝農事務所にて開催
した。７日午前１０時４０分開会し，牧野会長が病気のため，月田副会長が挨拶
を述べ，ついで増田幹事の諸般の報告があり，隣席の農林省の小平経済更生部
長，長瀬農務局長の挨拶の後，協議事項「郡市町村農会技術員給国庫補助実現
３１）『帝国農会報』第２２巻第１１号，昭和７年１１月，９８頁。
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に関する件」「米価政策其他農村匡救対策に関する件」が付議された。各農会
長が交々立って，技術員の俸給の国庫補助は「農村経済更生上最も重要なる問
題である」と強調し，なかでも，松山兼三郎（愛知県農会幹事）は「農林省が
農会の要望９２３万円を無視して僅かに１５０万円を来年度予算に計上せるに止る
は甚だしく農林当局の認識不足と不誠意によるものなり」と痛撃した。午後か
らは小委員会を設け，農林当局と懇談を続けた。農林当局としては技術員の国
庫補助について「誠意を以て之に当っているが，何分赤字時代で予算の編成に
当っても極力之を切りつめる様にせねどならぬ，又他との関係もあり，農会方
面丈けに莫大な助成金を計上すると云ふわけにも行かぬ」との態度であった。
午後２時半より本会議を再開し，協議事項を委員会に付託した。８日午前９時
より小委員会を開催，１１時本会議を開き，「農村匡救対策に関する件」を決議
し，また，政府や各政党に働きかけることを決議した。さらに，「郡市町村農
会技術員給国庫補助」については声明を決議し（１０月１０日付け），道府県農
会長協議会実行委員を決め，政府筋に猛運動をすることを決めた。３２）終わっ
て，各組は各政党を訪問し，温は政友会に行き，土井総務に陳情した。
この道府県農会長会議で決議された「農村匡救策ニ関スル件」は次の通りで
ある。
「一，米価政策
（一）米穀法ノ発動ニ依ル米ノ買入ハ産地ノ事情ニ鑑ミ時機ヲ失セス之ヲ
実施セラレタキコト
（二）朝鮮米買入ノ時機及方法ニ関シテハ内地米価ノ向上ニ最モ効果アラ
シムル様図ラレタキコト
（三）米穀法ノ改正ニ伴ヒ今回米穀委員会ニ諮問シテ決定セラレタル生産
費ハ尚低キニ失スルヲ以テ速ニ生産費ノ調査方法ヲ改善セラレタキ
コト
３２）『帝国農会報』第２２巻第１１号，昭和７年１１月，１０２～１０４頁。
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（四）最低基準価格ハ生産費ニ運賃諸掛ヲ加算シタルモノトセラレタキコ
ト
二，農家負担軽減
農家ノ負担ヲ商工業者其他ト均衡ヲ得セシメルタメ国税，地方税ニ亘
リ税制ノ改正ヲ行ヒ農民負担ノ軽減ヲ図ラレタキコト
三，農家負債整理
農家負債整理ハ焦眉ノ急ナルヲ以テ政府ハ速ニ低利ナル資金ノ融通，
利子ノ補給並ニ損失ノ補償ヲ為スノ方策ヲ拓カレタキコト
四，其他
以上ノ農村匡救策トシテ左記ノ如キハ此際速ニ実現セラレタキコト
（一）一般農産物ニ対スル鉄道運賃ノ引下
（二）販売肥料価格ニ関スル根本国策ノ樹立」３３）
１０月１０日，帝農は道府県農会長協議会実行委員会を開き，麦生富郎（広島
県農会幹事），門田晋（愛媛県農会長），金子柳太郎（香川県農会幹事），山脇
延吉（兵庫県農会長），長島貞（同農会幹事），松山兼三郎（愛知県農会幹事），
中島博（茨城県農会副会長），小野周平（新潟県農会長），鈴木奈良市（奈良県
農会長），菊池龍太郎（佐賀県農会長）らが出席し，協議の後，東武，西村丹
治郎代議士に面会，陳情した。しかし，「到底技術者給ノ目的達成ノ見込ノナ
キヲ思ハシム」との状況であった。１１日も実行委員会を開き，２組に分け，
温は，門田，麦生，金子，長島，小野，鈴木らと山本悌二郎代議士を訪問し，
他の一隊は三土忠造，高橋熊次郎代議士，農林省を訪問，陳情した。しかし，
「形勢面白カラズ，全額補助ノ運動ヲ打切リ，農林省案提案ニ二百万円支持論
トナル」であった。１２日も実行委員会を開き，居残りの門田，松山，小野，
菊池，鈴木，金子らと，官邸にて後藤文夫農相に面会し，米価維持，技術員国
庫負担の陳情を行ったが，今回は９００万円の主張を放棄し，２００万円維持につ
３３）『帝国農会報』第２２巻第１１号，昭和７年１１月，１～２頁。
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いて懇談した。１３日は増田昇一，松山兼三郎とともに大口嘉六代議士を訪問
し，陳情，懇談し，技術員国庫負担問題について「国家財政ノ前途ヲ論ジ，臨
時的ノモノトスル」ことを論じた。後，政友会本部に青木精一総務を訪問し，
同問題につき，大蔵省方面への働きかけを依頼した。１４日は農林省を訪問し，
小平更生部長，三宅総務課長，荷見米穀部長に面会し，更生部予算について懇
談した。また，午後５時からは日比谷陶々亭にて日本新聞聯盟主催の米穀政策
の座談会に出席した。１５日は東浦参事と農村更生事業について協議，１６日（日）
は終日在宅し，米穀政策改正の原稿執筆，１７日も終日在宅し，基準米価につ
いての原稿を執筆，１８日は在京評議員会を開き，安藤，岡本委員出席の下，
帝農総会への提出議案を協議した。１９日は農村更生計画を立案，また，幹事
会を開き，米穀政策について協議した。２０日は月田副会長，幹事と総会につ
いて協議した。また，松田茂より北海道凶作の視察報告がなされたが，北海道
は２年連続の収獲皆無の状況であり，「移民ノ悲惨察スルニ難カラズ」であっ
た。２１日は農林省に出頭し，三宅更生部課長から経済更生中央委員会幹事の
嘱託を受けた。この日の日記に「農林省出頭。三宅更生部課長ニ面会。経済更
生中央委員会幹事ノ嘱託ヲ受ク。同時ニ帝国農会嘱託事業ニ付，意見ヲ交換
ス。東浦，竹山ノ三人ニテ更生部ノ事業ニ関シ協議ス」とある。２２日は農林
省に出頭し，長瀬貞一農務局長に面会し，郡市町村農会技師給の国庫補助に関
し，大蔵省の査定の非なることに対し，打ち合わせを行った。帝農に戻り，高
島幹事と協議し，来る２４日に運動委員来会を決めた。２３日（日），温は月田
副会長宅を訪問し，明日の運動委員会，販売斡旋部改造，米穀政策対案などを
協議した。２４日に運動委員会を開いたが，急遽のため，石坂氏のみ来会した
だけであった。２５日，運動委員会を開き，松山兼三郎，中村哲蔵（茨城県農
会長），南部増次郎（神奈川県農会幹事）が来会し，大蔵省に行き，堀切善兵
衛大蔵政務次官に面会し，陳情したが，成果はなかった。この日の日記に「大
蔵省ニテ堀切政務次官ニ面会…。農会技術員補助ノ件ヲ陳情ス。併シ，堀切次
官，殆ンド受付ケズ。強硬ニ新規要求ヲ排斥ス。殆ンド懇談ノ余地ナク，一同
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得ル所ナクシテ引取ル」とある。２６日，温は松山，南部委員と共に大口喜六
代議士を訪問し，農会技術員補助問題について所見を聴き，今後の斡旋を依頼
した。今回はこれにて取りやめ，来る１１月１，２日に全実行委員を集め，最
後の活動をすることにした。後，温は農林省を訪問し，小平，三宅，小浜氏に
面会し，経済更生部補助問題と帝農の更生部の関係について懇談した。２７日，
帝農事務所にて全国評議員会を開催し，明日からの帝農総会の議案について協
議した。また，この日，温は農林大臣からの諮問案「農村経済ノ更生ヲ期スル
為農会ノ採ルベキ方策如何」への答申案を作成している。
１０月２８日より４日間，第２４回帝国農会総会が帝農事務所にて開催され
た。２８日午前１０時５０分開会し，牧野会長病気のため，月田副会長が開会挨
拶を行い，ついで吉岡幹事が４月以降の会務報告を行い，増田幹事が昭和６年
度の収支決算，昭和８年度の予算案等の説明を行い，委員会に付託された。ま
た，農林大臣の諮問案の説明が小平経済更生部長，長瀬農務局長からなされ，
委員会に付託された。２９日，種々の建議案「米穀政策に関する建議案」「農家
の過重負担軽減に関する建議案」「農家負債整理に関する建議案」「郡市町村農
会技術員費国庫補助に関する建議案」「満州国移民計画に関する建議案」が提
案され，委員会に付託された。３０日は日曜日であったが，農林大臣諮問委員
会を開き，成案を得た。３１日は午前１１時過ぎ開会し，各議案，農林大臣諮問
案，諸建議案の報告がなされ，何れも可決した。３４）なお，昭和８年度予算案
は，委員会で４，０００円の削減がなされた。この日の日記に「通常総会。十一時
委員会。予算四千五百円ヲ削減シ，通過ス。本年ノ年柄ニ九千余円ノ増額ヲ
決議セシハ，吾々理事者ノ成効〔功〕ナルベシ。但シ，増会費反対意見多ク，
議場険悪ナリシガ，麻生，小池，日野，土屋諸氏ノ尽力ニヨリ小額ノ削減ニテ
通過ス。花ノ茶屋ニテ幹事四人ニテ食事ヲナス」とある。総会後，帝農の米穀
委員会を開き，矢作栄蔵を委員長とし小委員に托し，農林省案につき協議する
３４）『帝国農会報』第２２巻第１２号，昭和７年１２月，９～１６頁。
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ことにして閉会した。
この第２４回帝農総会で可決された，農林大臣諮問「農村経済ノ更生ヲ期ス
ル為農会ノ採ルベキ方策如何」への答申は次の如くである。それは，１０月２７
日の日記から判明するように，原案は温が作成したもので，農会主導による農
村経済更生を求めていた。
「経済更生ハ農村匡救ノ中心的事業ニシテ，其方法ハ応急恒久種々多様ナル
ベキモ，要ハ官民協力最善ノ方法ヲ考究シ，形式的普及ヲ事トセズ，確実ニ実
行ヲ期スルニアリ。
系統農会ニ於テハ如上ノ主旨ヲ体シ，左ノ如キ方針ニヨリ其ノ任ニ当ラムト
ス。
一，系統農会ハ率先シテ自力更生ヲ高調シ，指導シツツアルヲ以テ，経済更
生ニ関スル計画及指導ハ，農会ヲ中心トシ，他ノ団体ノ協力ヲ以テ遂行
スルコト
二，経済更生ヲ目的トスル簡明ナル農村計画ヲ樹立シ，一定ノ目標ニ向ツテ
組織的ニ実行ヲ期スルコト
右計画ノ主要事項並ニ注意事項ハ次ノ如シ
（イ）農村計画ハ農業経営ト農家経済ノ改善ヲ骨子トシテ細目ヲ制定ス
ルコト
（ロ）農村財政ニ関スル事項ニ対シ特ニ考慮ヲ払フコト
（ハ）農家負債整理方法ヲ樹ツルコト
（ニ）計画樹立ノ町村選定ニハ特ニ注意ヲ払ヒ，経済更生ノ必要ノ切ナ
ルモノヲ先ニシ順次他ニ及ボスコト
三，農村ノ指導ニ対シ，現在ノ如ク多数ノ機関ニヨリ部分的ニ指導スルハ，
其ノ弊害少ナカラザルヲ以テ，各団体ノ統制若クハ組織ノ改造ニ関シ此
ノ際特ニ考究スルコト
四，農村経済更生ニハ農村計画ノ樹立其ノ他ノ施設ノ必要ナルハ勿論ナレ
共，実行条件トシテ最モ重要ナルハ優秀ナル指導者ヲ得ルニアルヲ以
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テ，上級農会ニ於テ特ニ指導者ノ養成ニ力ヲ注グコト。
五，（以下，省略）」３５）
また，帝農総会で可決された諸建議は「米穀政策に関する建議」「農家の過
重負担軽減に関する建議」「農家負債整理に関する建議」「郡市町村農会技術員
費国庫補助に関する建議」「農産物配給改善事業進展に関する建議」「農業保険
制度実施促進に関する建議」「満州国移民計画樹立に関する建議」「日満経済統
制に関する建議」であり，８月の臨時総会との違いは，満州移民促進が付け加
わったことである。このうち，「米穀政策に関する建議」は次の如くであった。
「最近ニ於ケル農村窮乏ノ直接ノ原因ハ農産物，特ニ其ノ太宗タル米穀ノ価
格惨落ニアルヲ以テ米価ヲ適当ニ維持スルハ農村匡救ノ第一義タリ。過般ノ臨
時議会ニ於テ米穀法並ニ米穀需給特別会計法ノ改正ヲ見タリト雖モ米価ハ依然
低落ヲ続ケ米穀法発動ノ基礎タル最低価格ニスラ遠ク達セザルノ状況ニ在リ。
依テ政府ハ米穀政策ニ関シ左記各項ノ実現ヲ図ラレムコトヲ望ム。
甲 応急策
一，此際少クトモ米価ヲ最低価格以上ニ維持セシムベク最善ノ方法ヲ執ル
コト
二，朝鮮米及台湾米買入ノ時期及方法ニ関シテハ内地米価ノ向上ニ最モ効
果アラシムル様定ムルコト
三，来ル十二月ニ改訂セラルベキ最低価格ノ基礎タル米穀生産費決定ニ対
シテハ十分農家ノ経済ヲ考慮スルコト
乙 恒久策
一，恒久策ニ関シテハ目下政府ニ於テ研究中ナルモ米価ヲシテ少クトモ生
産費ヲ償ハシムルヲ根本方針トスルコト
二，生産費ノ決定ハ現行米穀法関係命令ニ依ル調査方法ニテハ米穀生産経
済ノ実情ニ適セザルヲ以テ適当ニ改正スルコト」。３６）
３５）『帝国農会報』第２２巻第１２号，昭和７年１２月，３～４頁。
３６）『帝国農会報』第２２巻第１２号，昭和７年１２月，４～５頁。
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１１月も温は種々業務を行い，また出張し，多忙であった。１日は午前実行
委員を召集し，山脇，柳沢，麦生，松山，日野，山本（長），小串，石坂，藍
沢らが出席し，午後，農林省を訪問し，石黒農林次官，長瀬農務局長に面会
し，農会技術員国庫補助について陳情した。２日も実行委員が午前は有馬頼寧
農林政務次官に，午後は政友会本部に行き，大口，岡田，助川，高橋代議士に
面会し，陳情した。３日は農村更生計画案の考案を行った。
１１月３日，温は午後９時５５分上野発にて山形県の農村更生懇談会のために
出張の途につき，翌４日９時５０分東田川郡藤島町に行き，藤島農学校にて開
催の庄内地方の農村更生懇談会に出席し，温は午後１時半より３時まで，来会
の２３０余名に対し，農村更生の講演を行った。終わって，鶴岡に行き，伊勢や
旅館に宿泊した。５日も農学校に行き，農村更生懇談会に出席し，午後１時よ
り３時まで，来会の２６０余名に対し，講演した。６日，温は午前８時鶴岡を出
発し，午後２時東置賜郡赤湯町に着き，丹波屋に投宿し，著書の農村更生の内
容の考案を行った。７日，温は午前１０時赤湯町公会堂に行き，置賜３郡の農
村更生懇談会に出席し，来会の６０余名に対し，午後２時間ほど講演した。８
日も赤湯町での農村更生懇談会に出席し，来会の１７０余名に対し，講演した。
９日は午前７時５７分赤湯町を出発し，９時前山形に着き，山形県農会会議室
にて１０時開会の村山地方の農村更生懇談会に出席し，講演した。３７）終わって，
帰京の途につき，翌１０日午前７時５０分上野に着き，一寸帰宅し，帝農に出勤
した。
温が山形県に出張中の，１１月９日，斎藤内閣は恐慌下の米穀政策について
の恒久的政策を審議・決定するために，「米穀統制調査会」を設置した。米穀
統制調査会の会長は斎藤実総理大臣であり，副会長は高橋是清大蔵大臣，後藤
文夫農林大臣であった。委員は全部で会長・副会長を含め総勢４６名で，政府・
官僚側が１８名，貴族院が８名，衆議院が８名，その他が１２名で，その中に，
３７）『帝国農会報』第２３巻第１号，昭和８年１月，９４頁。
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帝国農会側から牧野忠篤会長，矢作栄蔵前会長が入っていた。
１１月１１日，温は午前中は農村更生計画の起案を行い，午後は大口喜六代議
士宅を訪問し，市町村農会技術員給の国庫補助についての最後の助力を依頼し
た。１２日は午後１時より農相官邸における農村更生篤農家懇談会に出席した。
１３日も午前９時より開会の篤農家懇談会に出席した。１４日は副会長，幹事と
農林省に提出する農村更生事業に対する補助申請の書類の協議をし，また，午
後６時より，帝農にて肥料委員会を開き，矢作委員長以下，川崎，佐藤，麻
生，千石，農林省の井上課長ら出席の下，最近における肥料価格高騰への対策
を協議した。１５日は増田幹事と農林省に出頭し，三宅，小浜両課長に面会し，
農村更生の補助申請を提出した。１６日は午前大口代議士に，午後は東武代議
士に面会し，農会技術員給の国庫補助を依頼した。
１１月１６日，農村経済更生に関する重要事項を審議する農村経済更生中央委
員会が発足した。会長は後藤文夫農林大臣，委員は３８名で，農林，内務，大
蔵，文部省の官僚（局長）や農業団体の代表（月田藤三郎，千石興太郎ら），
学者等（矢作栄蔵，佐藤寛次，那須晧，高岡熊雄，山崎延吉ら）が入っていた。
幹事は更生部長の小平権一，農林書記官の井野碩哉，三宅発士郎，周東英雄，
田中長茂であり，温は幹事に嘱託された。３８）
１１月１７日，温は午前８時４０分上野発にて千葉に行き，吉植庄亮の農場を
視察し，午後６時半帰宅した。
１１月１８，１９日の両日，帝農事務所にて農業経営審査会を開催した。２０日は
農業と園芸の原稿執筆し，また，綾子，みよ子と駒場の運動会を見に行った。
２２日は農村経済更生案の作成，また，夜，在京評議員会を開催し，矢作，八
田氏出席の下，肥料対策委員会の決議を審議，了承した。２３日は終日在宅し，
農業と園芸の原稿を草了した。２４日は幹事会を開き，表彰農会を選考し，ま
た，午後６時より東洋経済 楽部における農村懇談会に出席した。
３８）『帝国農会報』第２２巻第１２号，昭和７年１２月，１００～１０２頁。
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１１月２５日，温は午前１０時５分上野発にて長野県に中央畜産会主催の有畜
農業講習会のために出張の途につき，午後５時長野に着し，犀北館に投宿し
た。翌２６日，温は午後１時より３時まで，来会の１６０余名に対し，農業経営
について講義を行い，終わって，午後５時５分長野発にて帰京の途につき，１１
時４５分上野に着き，帰宅した。
１１月２７日（日）は終日在宅し，『農村更生の原理と計画』を書き始めた。
２８日，農相官邸にて農村経済更生中央委員会の会議があり，幹事として出席
した。午後１時半まで総会，午後２時半より部会が行われた。２９日も同会議
があり，午前は部会，午後４時全委員会を開き，委員会の決議案を決定した。
この日の日記に「右ニテ農村経済更生ノ気分ハ決定シタルモ，実行案ノ提示ニ
マデ至ラザルヲ遺憾トス」とある。３０日は帝農事務所にて帝農の米穀政策調
査委員会を開き，米穀対策を決した。そして，午後１０時上野発にて温は秋田
県に出張の途についた。
１２月１日，午前１１時５０分秋田に着き，午後１時追分に行き，金足農学校
における秋田県農会主催の農業経営合理化研究会に出席し，来会の４００余名
（郡町村農会技術者，農学校生徒）に対し，午後１時２０分より４時まで農業経
営について講演した。終わって，秋田に戻り，達磨旅館に投宿した。２日は午
前７時４０分秋田発にて北秋田郡鷹巣町に行き，郡農会にて開催の農業経営合
理化研究会に出席し，来会の１４０余名に対し，午前１０時半より午後１時半ま
で講演した。終わって，午後２時２０分発にて平賀郡横手町に向かい，午後６
時半着し，平源に投宿した。３日は横手町の沼館農学校に行き，講演を行い，
４日は豊川村山田を視察し，午後５時５０分秋田発にて帰京の途につき，翌５
日午前７時５０分上野に着した。
１２月５日，温は明日から開催の８大農区幹事有志協議会の準備を行い，ま
た，農林省に出頭し，販売斡旋問題に関し打ち合わせを行った。また，この
日，東浦参事の辞任の意あることを聞いている。この日の日記に「野崎，青鹿，
石橋，金子，島津君ヨリ，東浦君辞任ノ意アルコト并ニ下級者ノ待遇改善ニ付
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懇談アリ。事情諒トスルモノアリ，考慮ヲ約ス」とある。６，７日の両日，農
村経済更生優良事例を審査，表彰するために，８大農区幹事有志協議会を開催
した。３９）伊藤千代秋（長野），大島国三郎（京都），松山兼三郎（愛知），麦生富
郎（広島），広吉政雄（福岡），多田隆（愛媛），長島貞（兵庫），南部増次郎（神
奈川），高井二郎（埼玉）が出席し，農林省からも三宅，小浜両課長らも出席
し，協議した。また，三宅総務課長より農村経済更生計画について説明があ
り，「漸ク意志疎通ノ感」があった。７日も協議会を開き，主として販売斡旋
問題について協議した。また，この日，温は三宅総務課長，竹山技師と協議
し，各県で農村経済更生懇談会を開くことを決めた。
１２月８日，温は午前６時５０分飯田橋発にて小金井に行き，浴思館にて開催
の大日本青年会の講演会に出席し，午前８時より午後２時まで５時間農業経営
について講演した。
１２月９日，温は帝農の米穀政策調査委員会決議「米殻政策ニ関スル意見」を
清書し，この日首相官邸にて開催の米穀統制調査会の第６回特別委員会に矢作
栄蔵委員を通じて提出した。それは，第１に内地米に対する方策で，最低最高
価格を公定すること，最低価格は生産費を基礎として決定すること等であり，
第２に朝鮮米，台湾米に対する方策で，朝鮮，台湾米の移入は政府の独占とす
ること等であり，第３に外米に対する方策で，外米の輸出入は政府の独占とす
ることであり，第４に米穀生産の統制で，内地，朝鮮，台湾を通じ，米作の拡
張については許可主義をとること等であった。４０）１０日は農村経済更生指導計画
に関する説明の起草を行った。１１日（日）は終日在宅し，新年号の原稿を執
筆（福岡県農会，愛媛県農会）。１２日は農村経済更生指導計画の執筆，この日，
元帝農副会長の桑田熊蔵が死去し，見舞いに行っている。１３日は農村経済更
生指導計画について農林省の竹山技師と協議した。また，日本青年会館にて開
催の大日本青年篤農家大会に出席し，石黒農林次官の有益なる講演を聞いた。
３９）『帝国農会報』第２３巻第１号，昭和８年１月，９９～１００頁。
４０）『帝国農会報』第２３巻第２号，昭和８年２月，５～７頁。
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１４日も農村経済更生指導計画の起草を行い，また，午前１０時半より１２時半
まで日本青年会館に行き，日本青年篤農家大会の研究会に説明者として出席し
た。また，午後は農林省に行き，三宅課長と農村更生指導計画について協議し
た。更に午後６時からは青年会館に戻り，青年篤農家懇談会に出席し，温が農
会の責任について所見を述べた。１５日，農村経済更生指導計画を草了し，竹
山技師と農村経済更生指導事業の計画及び予算を作成した。１６日に農村経済
更生計画指導事業の書類を農林省の三宅総務課長に提出し，大体承認された。
１７日，帝農幹事会を開き，帝農職員の給与を引き上げた。この日の日記に「幹
事会ヲ開キ，職員待遇改善ニ付強硬ニ主張シ，増田幹〔事〕ヲ説伏シ，六〇円
以下昇級，中堅所昇格昇級五名，昭和三年以来未昇級ノモノ四名即時昇級ヲ協
定ス。明日ハ副会長ヲ説得シ成立セシメントス」とある。１８日，副会長出席
の下，幹事会を開き，職員の昇給昇格問題を協議した。１９日に，職員を昇給，
昇格させた。この日の日記に「職員一部ノ昇級ヲナス。昭和四年以来ノコトナ
リ。ボーナスヲ渡ス。小麦増産奨励費ノ残額ヲ原田氏ヨリ受取。見習生江副，
菊池及石橋，森，宮坂，猪倉ノ諸氏ニ慰労トテ呈ス。午后五時ヨリ芝浦雅叙園
ニ更生部総務課員十三名ヲ招キ懇談ス。近来ニナキ打解ケタル会ナリシ」とあ
る。２０日，温は，農林省後援の下に，道府県農会と共同主催による道府県に
て開催の農村経済更生計画協議会の日割り，その他の計画を行い，午後５時よ
り中央亭にて講習会の打ち合わせを，矢作，那須，岡本，田中，竹山らと行っ
た。２１日，農林省に行き，小平部長らと農村経済更生計画協議会の日程の打
ち合わせ，２２日は農村経済更生計画協議会の開催について道府県農会に通
知，２３日は農村経済更生と農会の使命についてのパンフレットの執筆草了し
た。２４日，農村経済更生計画協議会の準備を行い，午後３時からは講師陣（矢
作，岡本，小平，丹羽，東浦等）の打ち合わせを行った。なお，東浦庄治参事
の送別の昼食会を開いている。２５日（日）は『農村更生計画の原理と計画』の
執筆を行った。２６日は農村経済更生協議会の件について道県知事に依頼状を
発した。また，この日，米穀統制調査会の小委員会があり，委員の矢作栄蔵を
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訪問し，政府案の府県別移出制限案に反対の意を述べた。２７日，農村経済更
生計画協議会の業務種々行い，２８日，賀状の整理，著書の執筆等を行った。
２９日，愛媛県に帰郷の途についた。
第２節 講農会，東京帝国大学農学部実科独立運動関係
実科独立運動について。実科独立予算は長年の運動の結果，前年の昭和６年
１１月若槻内閣下，大蔵省にて漸く承認された。しかし，１２月１１日若槻内閣が
総辞職し，１３日犬養内閣が誕生したが，成立早々の犬養内閣に実科独立予算
を陳情し，犬養内閣の昭和７年度の予算案でも盛り込まれた。しかし，昭和７
年に入り，１月２１日衆議院が解散され，せっかくの予算が不成立となった。
２月２日，温は午後６時より帝農にて駒場交友会幹事会を開き，母校予算が臨
時議会で計上されるよう協議している。２月２０日，総選挙が行われ，犬養政
友会の大勝となった。３月９日午後５時より駒場交友会を開き，母校問題を協
議した。そして，交友会の西大路，原，中村，奥野らが３回にわたり，鳩山文
相，文部当局，大蔵当局に働きかけた。そして，３月２０日第６１回臨時議会が
開かれ（～２４日），実科独立予算４５万円が盛り込まれ，可決された。「予算通
過多年の懸案解決」した。４１）５月１７日，帝農にて交友会幹事会を開き，東京
高等農林学校創立委員に卒業生より３名加えること，校長に古在由直前東京
帝大総長を推薦すること，教授に同窓を推薦すること，を決めた。６月１３
日，温は本郷に古在先生を訪問し，母校建築委員に関し，懇談，１６日，文部
省を訪問し，河原会計課長に面会し，母校の建築委員について要望，２０日，
午後駒場に中村，染野とともに行き，古在先生，麻生部長，宗，佐々木，諸
戸，岩住教授と面会し，母校建築問題について協議し，７月１日も駒場を訪問
し，母校建築問題について協議した。７月２日，丸の内中央亭にて独立祝賀会
をかねて，交友会総会を開催した。４２）ただし，温は兵庫県に出張のため出席し
４１）駒場交友会『母校独立運動記念号』昭和１１年，３５０～３５１頁。
４２）同，３５１頁。
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ていない。８月，中村，谷口らが府中町にて土地買収に尽力し，１１日，駒場
交友会幹事会を開き，中村から府中町での土地買収の報告がなされた。９月以
降も引き続き土地買収がなされた。１１月１１日，交友会幹部会開催，母校問題
を協議した。
第３節 家族のことなど
家族関係では，長女の末光清香（明治２８年３月２１日生まれ，３６歳）は末
光家で子供３人（照香，権一郎，満子）を育てている。
次女の禎子（明治３５年２月２日生まれ，２９歳）は，温と同居し，作家とし
て活動し，戯曲，小説を多数発表し続けている。
４女の綾子（明治４１年１０月１日生まれ，２３歳）は愛媛の実家に居た。そ
の綾子に前年から小野基道（明治３７年２月１７日生まれ，この時２８歳，神奈
川病院に勤務，新居郡選出の元衆議院議員小野寅吉の次男）との縁談がすす
み，本年１月２日に，温は自宅に近親者を招き，綾子結納の披露を行ってい
る。ただ，小野基道が病気のため，結婚は延期している。綾子は３月に上京
し，温の妹のケイ宅（赤城下）に同居していたが，４月初めから風邪をこじら
せ，軽い肺炎を起し，臥せるなどしていた。
長男の慎吾（大正元年８月２３日生まれ，１９歳）は，温と同居し，東京帝国
大学農学部実科の学生を続けていた。
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